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第１章 計画策定の背景・目的 
 

 

1.1 背景と目的 

三重津海軍所跡は、幕末期における西洋の船舶技術の導入や軍事の展開を知る上で重要な遺跡

であることから、平成 25 年（2013）3 月に国の史跡として指定された。また、平成 27 年(2015)7

月には、「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」（以下、「明治日本の産業革

命遺産」とする。）の構成資産として世界文化遺産に登録された。 

現在、三重津海軍所跡に関する展示を設置している佐賀市立佐野常民記念館（以下「記念館」

とする。）の３階テラスからは、三重津海軍所跡を一望でき、佐賀藩海軍の根拠地として三重津

海軍所が稼働していた時期（以下「海軍所稼働期」とする。）から続く河川景観や入江の地形な

どを見ることができる。しかし、特徴的な遺構であるドライドックの護岸遺構など遺構のほとん

どは、発掘調査後に遺構保存のために地下に埋め戻されており、現在その姿を見ることはできな

い。遺構を将来にわたって守り、引き継いでいくためには埋め戻した状態で保存する必要があり、

現在の保存科学技術では今後も遺構そのものを直接見せることは難しい状況にある。 

そのため、海軍所稼働期の様相を「見える化」し、その全体像の理解を促すためには、屋内展

示（ガイダンス施設）を通して三重津海軍所跡の概要や価値、歴史的背景を学び、遺構の役割や

構造等を理解し、また、屋外展示（現地整備）において海軍所稼働期から続く景観とともに地下

遺構の位置や大きさを体感し、さらにはデジタル技術などを駆使したコンテンツなどの活用によ

り来訪者のイメージを膨らませるなど、屋内展示と屋外展示のそれぞれの強みを生かして補完し

合う、一体展示を目指す必要がある。 

本計画は三重津海軍所跡のガイダンス施設の充実に向けて、「三重津海軍所跡の保存・整備・

活用に関する計画」をもとに、具体的な施設整備の方針を明確に示すことを目的とする。 
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1.2 委員会の設置 

本計画の策定にあたって、「三重津海軍所跡ガイダンス施設基本計画策定委員会」を設置した。

本委員会は、歴史や教育、観光、映像デザイン等の専門家による 7名の委員で構成した。 

なお、会議の開催にあたっては、文化庁、内閣官房を助言者とし、関係機関や庁内関係課を交

えて実施した。 

 

(1)委員 

表 1 委員名簿                        （敬称略、五十音順） 

氏 名 所 属 役 職 専 門 

有馬
アリマ

 學
マナブ

 

福岡市博物館 館長 

近代史 
九州大学文学部 名誉教授 

「九州・山口の近代化産業遺産群」専門家委員会 国内委員 

史跡三重津海軍所跡整備基本計画策定委員会 会長 

江口
エグチ

 浩文
ヒロフミ

 
佐賀市立循誘小学校 学校長 

教育 
佐賀市埋蔵文化財センター基本構想等検討委員会 委員 

里
サト

浦
ウラ

 徹
トオル

 
(株)JTB 九州 佐賀支店 支店長 

観光 
佐賀市埋蔵文化財センター基本構想等検討委員会 委員 

富田
トミタ

 紘次
コウジ

 公益財団法人鍋島報效会 徴古館 主任学芸員 学芸員 

中村
ナカムラ

 隆敏
タカトシ

 佐賀大学芸術地域デザイン学部 教授 映像デザイン 

本多
ホンダ

 美穂
ミホ

 

佐賀県立図書館資料課 課長 

文献史学 佐賀市重要産業遺跡調査指導委員会 委員 

佐賀市文化財保護審議会 委員 

渡辺
ワタナベ

 芳郎
ヨシロウ

 

鹿児島大学法文学部 教授 

考古学 佐賀市重要産業遺跡調査指導委員会 会長 

史跡三重津海軍所跡整備基本計画策定委員会 委員 

 

(2)助言者 

・文化庁文化財部記念物課 ・内閣官房産業遺産の世界遺産登録推進室 

 

(3)関係機関 

・佐賀県肥前さが幕末維新博事務局 ・佐賀県教育庁文化財課 

・日本赤十字社佐賀県支部  
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(4)庁内関係課 

・佐賀市経済部観光振興課 ・佐賀市建設部建築住宅課 

・佐賀市教育委員会社会教育課 ・佐賀市教育委員会文化振興課 

 

(5)事務局  

・佐賀市企画調整部三重津世界遺産課 

 

(6)検討経過  

①第1回策定委員会 平成29年（2017）4月26日（水）14：30～17：00 

現地視察、委嘱状交付、会長・副会長選出 

ⅰ)ガイダンス施設整備の背景及び方向性  

ⅱ)意見交換 

ⅲ)今後のスケジュール 

 

②第2回策定委員会 平成29年（2017）6月9日（金）14：00～17：00 

ⅰ)第 1回策定委員会での指摘事項について 

ⅱ)計画の目次構成について 

ⅲ)三重津海軍所跡ガイダンス施設基本計画（案）について 

 

③第3回策定委員会 平成29年（2017）7月26日（水）14：00～17：00 

ⅰ) 第 2 回策定委員会での指摘事項と対応方針について 

ⅱ) 三重津海軍所跡ガイダンス施設基本計画（案）について 

 

④第4回策定委員会 平成29年（2017）8月31日（木）9：30～ 

ⅰ) 第 3 回策定委員会での指摘事項と対応方針について 

ⅱ) 三重津海軍所跡ガイダンス施設基本計画（案）について 
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第２章 三重津海軍所跡の概要等 
 

 

2.1 史跡の概要 

(1)名 称  史跡三重津海軍所跡（みえつかいぐんしょあと） 

(2)指定年月日  平成 25 年（2013）3 月 27 日史跡指定（文部科学省告示第 39 号） 

平成 26 年（2014）10 月 6 日史跡追加指定（文部科学省告示第 142 号） 

(3)所 在 地  佐賀県佐賀市諸富町、川副町 

(4)面 積  31,855.14 ㎡（内 2,350.75 ㎡追加指定） 

(5)指 定 基 準  史跡の部 

(6)指 定 説 明    

三重津海軍所跡は、幕末に佐賀藩が洋式船による海軍教育を行うとともに、藩の艦船の根拠地

として、さらに修船・造船を行う場として機能した施設であり、筑後川の支流早津江川の西岸河

川敷に立地する。佐賀藩では、藩内の船手に洋式船の運用技術を教育するため、安政 5年（1858）、

従来より三重津に設置されていた藩の船屋を拡張し、御船手稽古所を設けて、藩内での海軍養成

および艦船運用を本格的に行い、艦船運用の根拠地としての整備も行った。さらに、洋式艦船の

修理部品の製造等を行う「製作場」や、修船・造船の際に船を引き入れる「御修覆場」等の修船

施設を整備していった。慶応元年（1865）には、国内最初期の実用蒸気船である凌風丸が建造さ

れている。佐賀市（旧・川副町、諸富町）教育委員会が平成 13 年度から平成 24 年度にかけて発

掘調査・文献調査等を実施し、加熱炉と考えられる金属加工遺構、木杭と板を組み合わせた在来

の土木工法による船渠側壁の護岸施設が見つかっている。幕末期の洋式船舶技術の導入や軍事の

展開を知る上で重要である。（月刊『文化財』平成 26 年 9 月号） 

2.2 世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の概要 

三重津海軍所跡は、幕末から明治初期にかけて、佐賀藩が船舶関連技術を獲得するために、試

行錯誤の実践や、技術の向上・普及、人材育成を試みる拠点施設の遺跡であり、以下に示す世界

遺産「明治日本の産業革命遺産」において顕著な普遍的価値に貢献する構成資産である。 

(1)世界遺産一覧表への記載日  平成 27 年（2015）7 月 8 日 

(2)世界遺産一覧表への記載名称  

「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」 

(3)顕著な普遍的価値（OUV）の概要 

本産業遺産群は、主に日本の南西部に位置する九州・山口地域に分布し、産業化が初めて西洋

から非西洋に波及し成就したことを顕している。19 世紀半ばから 20 世紀の初頭にかけ、日本は特

に防衛面の要請に応えるため、製鉄・製鋼、造船、石炭産業を基盤に急速な産業化を成し遂げた。

シリアルの構成資産は、1850 年代から明治 43 年（1910）にかけてのわずか 50 年余りという短期

間に達成された急速な産業化の三つの段階を顕している。 
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第一段階は 1850 年代から 1860 年代にかけて、明治に入る前、徳川将軍家の統治が終焉を迎え

る幕末、鎖国の中での製鉄及び造船の試行錯誤の挑戦に始まる。国の防衛力、特に、諸外国の脅

威に対抗する海防力を高めるために、藩士たちの産業化への挑戦は、伝統的な手工業の技で、主

に西洋の技術本からの二次的知識と洋式船の模倣より始まった。この挑戦はほぼ失敗に終わった。

しかしながら、この取組により、日本は江戸時代の鎖国から大きく一歩を踏みだし、明治維新へ

と向かう。 

1860 年代からの第二段階においては、西洋の科学技術が導入され、技術の運用のために専門家

が招かれ、専門知識の習得を行った。その動きは明治新政府の誕生により加速された。明治の後

期（明治 23 年～明治 43 年（1890-1910））にあたる第三段階においては、国内に専門知識を有し

た人材が育ち、積極的に導入した西洋の科学技術を、国内需要や社会的伝統に適合するように現

場で改善・改良を加え、日本の流儀で産業化を成就した。地元の技術者や管理者の監督する中で、

国内需要に応じて地元の原材料を活用しつつ、西洋技術の導入が行われた。 

23 の構成資産は 8県 11 市に立地している。8県の内 6 県は、日本の南西部に、1 県は本州の中

部、1 県は本州の北部に位置する。遺産群は全体として、日本が西洋技術の導入において国内ニー

ズに応じて改良を加えた革新的アプローチにより、日本を幕藩体制の社会より主要な産業社会へ

と変貌させ、東アジアのさらに広い発展へ大きな影響をあたえた質的変化の道程を顕著に顕して

いる。 

明治 43 年（1910）以降、多くの構成資産は、本格的な複合的産業施設に発展をした。現在も、

一部、現役の産業設備として操業しているものもあり、また、現役の産業設備の一部を構成して

いるものもある。 

 

  

図 1 史跡及び世界遺産の構成資産の範囲図 
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エリア サイト 構成資産 

1 萩 萩の産業化初期の遺産群 萩反射炉 

恵美須ヶ鼻造船所跡 

大板山たたら製鉄遺跡 

萩城下町 

松下村塾 

2 鹿児島 集成館 旧集成館 

寺山炭窯跡 

関吉の疎水溝 

3 韮山 韮山反射炉 韮山反射炉 

4 釜石 橋野鉄鉱山 橋野鉄鉱山 

5 佐賀 三重津海軍所跡 三重津海軍所跡 

6 長崎 長崎造船所 小菅修船場跡 

三菱長崎造船所 第三船渠 

同 ジャイアント・カンチレバークレーン 

同 旧木型場 

同 占勝閣 

高島炭鉱 高島炭坑 

端島炭坑 

旧グラバー住宅 旧グラバー住宅 

7 三池 三池炭鉱・三池港 三池炭鉱・三池港 

三角西港 三角西港 

8 八幡 官営八幡製鐵所 官営八幡製鐵所 

遠賀川水源地ポンプ室 

図 2 構成資産の分布 

表 2 「明治日本の産業革命遺産」構成資産一覧 
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(4)明治日本の産業革命遺産」における三重津海軍所跡の位置付け 

「明治日本の産業革命遺産」は、製鉄・製鋼、造船、石炭産業という三つの産業分野から成り

立ち、第 1段階（1850～60 年代）、第 2 段階（1860～80 年代）、第 3 段階（1890～1910 年）とい

う三つの時代に及んだ顕著な普遍的価値の証明に貢献する一群の構成遺産から成る。 

佐賀藩ではいち早く西洋の技術を取り入れて、独自に洋式海軍の創設と洋式船の整備・運用を

実現するに至った。佐賀藩が三重津海軍所跡で試みた西洋の最新技術と日本の伝統技術との融合

は、日本の産業化の造船分野における第一段階（幕末）の様相を具体的に示したものであり、「明

治日本の産業革命遺産」の顕著な普遍的価値の証明に貢献する 23 の構成資産のうちの一つに位置

づけられている。 

 

  

図 3 「明治日本の産業革命遺産」における三重津海軍所跡の位置づけ 
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2.3 「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」の概要 

本基本計画の上位計画である「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」について、

計画概要を示す。（第 7 回策定委員会（H29.8.30 開催）での計画案をもとに整理） 

(1)全体構想 

 

 

 

三重津海軍所跡は、幕末から明治初期にかけて、佐賀藩が洋式船関連技術を獲得するために、試

行錯誤の実践、技術の向上・普及、人材育成を試みた拠点施設の考古学的遺跡である。日本の近代

化の過程における西洋技術の積極的導入及び技術移転、その過程における在来技術との融合を証言

していることから、「明治日本の産業革命遺産」の顕著な普遍的価値に貢献する構成資産として位

置付けられた。 

三重津海軍所跡の価値や位置づけを正確に理解するためには、海軍所稼動期を中心としつつ、海

軍所成立以前の時代、三重津海軍所の閉鎖を経て明治後期から昭和初期に設置された佐賀商船学校

の時期、そして現代に至るまでの長期にわたる歴史や活動痕跡も十分に把握することが重要である。

したがって、三重津海軍所跡の保存・整備・活用においては、常に歴史全体（フル・ヒストリー）

の視点を念頭に置くこととする。 

三重津海軍所跡の構成要素のうち、ドライドックを構成する護岸遺構〔本渠部・渠口部〕及び金

属加工関連施設をはじめ、遺跡の性質を具体的に物語る遺構・遺物は、発掘調査によって明らかに

されるまでの約140年の間、有明海由来の粘土層に密閉され、空気に触れることのない環境の中で

非常に良好な状態を保ってきた。 

しかし、保存に最適な環境も、遺跡の価値を伝える上では、「見えない」あるいは「見せられな

い」要因となる。一口に「見えない」といっても、そこには次のような多面的要素があり、来訪者

のスムーズな理解のために、留意しておくべきポイントとなる。 

①「失われたもの」：物理的に現存していないもの。 

当時、地上にあった施設や機能、そこで行われていた様々な活動（船の管理・修理、金属加工、訓練など）や従事

者、活動に伴って形成された風景、音や匂いなど。 

②「地下に埋没しているもの」：存在するが視覚的に見えていないもの。 

遺構（ドライドックや施設の基礎など）や遺物。また、それからわかることなど。 

③「気づかないもの」：見えているのに気づきにくいもの。 

古くから引き継がれてきた自然環境、河川沿いの地形・景観、船の繋留・管理の機能、集落の地割りなど。 

④「学ばないとわからないもの」：自ら情報を得ないとわからないもの。 

幕末日本の歴史や佐賀藩が近代化の取組を通じて海軍所創設に至った背景、世界遺産の中での位置づけなど。 

このような多面的な「見えない」ものを解説し、様々な手法で獲得した情報を「伝える」ために

は、なぜ見えないのか、あるいはなぜ見せられないのかを丁寧に説明したうえで、「見える化」す

ることが重要である。従来型の遺跡整備の手法に加え、最先端デジタル技術から、ガイドをはじめ

とするアナログ的な手法に至るまで、利用可能な手法を幅広く取り入れながら「試行錯誤の挑戦」

として「見える化」に取り組む姿勢が求められる。遺跡本体の「屋外展示」と公開・活用施設によ

見えない三重津が見えてくる 
～幕末佐賀藩の近代化への試行錯誤の取組が伝わる遺跡～ 
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る「屋内展示」は、主体と補完という固定的で限定的なものとしてではなく、それぞれが実現可能

な役割を最大限に担いつつも、その双方を循環的に見学することで、価値の理解が相乗的に深まっ

ていくような「一体展示」の考えに基づいて整備を行うことが重要である。 

遺跡整備の目的は、未来に向けた確実で永続的な保存と多様な人々による効果的な活用にあり、

次世代への継承には持続性と多様性が求められる。 

遺跡の保存・継承、活用は、本来的に、その価値を理解した人々が起こす行動により組み立て

られていくものであり、遺跡の整備は、その行動を起こすきっかけや活動への参画を促す環境づ

くりである。 

そして、その活動を通して育まれていく遺跡への愛着が、郷土に対する誇りの醸成につながっ

ていくことを考慮すれば、遺跡は、多くの人々が集う情報発信の拠点として整えられ、様々なア

プローチにより「見える化」され、記憶に残る姿となることが不可欠である。 

しかも、それが日本の財産としてだけでなく、人類共通の財産である「世界遺産」を支える役

割を担うのであれば、なおのことその意味は大きい。 

佐賀に生まれ育った人々が故郷を思うとき、あるいは、三重津海軍所跡を訪れた様々な人々が

世界遺産をイメージしたとき、その風景の一つとして三重津海軍所跡が脳裏に浮かんでくる、そ

のような保存・整備・活用の取組を私たちは目指すべきである。 

 

  

図 4 「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」の概念図 
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(2)方針 

①調査・研究の方針 

調査・研究は、明確な目標を定め、継続して行えるよう体制の充実と人材の育成に努め、計画

的に実施する。基礎情報蓄積のための発掘調査や、遺跡の歴史的背景を解明するための文献調査

の継続のほか、来訪者の動態分析、モニタリング手法や展示・公開手法の調査・研究を進める。 

②保存の方針 

地下遺構の確実な保存のため必要な措置を講ずる。既存の駐車場については、史跡指定地外へ

移転する。海軍所稼働期から受け継がれてきた周辺景観については、法規制による保護措置、関

係機関との連携・協力により保全に努める。 
また、地下遺構については、目視による保護層の状況把握を行うモニタリングを継続し、周辺

景観については、定点観測による変化をモニタリングする。 

さらに、史跡の追加指定を目指し、土地所有者等と慎重に対応を検討していく。 

③造船・修船システムの明示・説明の方針 

整備活用は、場所ごとの特性・機能を念頭に置き、遺跡（史跡指定地）及びその周辺景観と、

公開・活用施設の両側面において行い、それぞれが独立した個別のものとして機能するのではな

く、「屋外展示」と「屋内展示」を一つの展示物として整備することにより相乗効果を生み出す

「一体展示」を目指すものとする。 

さらに、三重津海軍所跡の理解においては、史跡の本質的価値を表すと同時に世界遺産の構成

資産として顕著な普遍的価値の証明に貢献するという二つの側面の重要性、その説明においては

「フル・ヒストリー」の視点が不可欠であることにも十分に配慮する。 

そして、多様な来訪者が安全で安心して見学できるよう、ユニバーサルデザインにも十分に配

慮する。 

④景観保全の方針 

史跡指定地と周辺の修景については、海軍所稼働期の姿を概ね受け継いでいるものは、適切な

維持管理を行い、それ以外のもののうち景観を阻害するものについては、撤去・移転又は外観の

変更等を実施する。 

また、遺構に影響を与える可能性のある樹木は撤去しつつ、公共施設としての緑化率を確保す

る。漂流物等は適切に除去し、史跡指定地内及び周辺の美観維持に努める。 

緩衝地帯の修景については、モニタリング・カルテによる周辺景観の定期的なモニタリングを

行い、河川や農地、集落など、価値の伝達に不可欠な周辺の景観要素を維持していく。 

⑤活用の方針 

効果的な情報発信の手法を調査し、あらゆる手法により遺跡を訪れるきっかけづくりを提供す

るとともに、アクセス環境の整備も行う。 

次に、遺跡を訪れた人々に、効果的に遺跡の価値を伝える。 

さらに、価値を理解した人々が、ガイドや美化活動をはじめとする様々な活動を自発的に行え

るように、活動環境を整え、活動を促していく。 

なお、活用には数々の制約があるため、行政が主体となりつつも、多様な主体の協働を促して

いく。 

⑥事業の推進 

本計画で定める事業については、短期・中期・長期の 3段階において事業を推進する。 
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実施にあたっては、関係部局や地域と連携した管理運営を行うとともに、その持続性を確保す

るため人材育成を強化する。 

 

(3)調査研究 

①発掘調査 

三重津海軍所跡の発掘調査については、史跡指定地内における造船・修船施設の構造や、空間

利用を明らかにするための調査を今後も実施する。ただし、調査範囲は発掘調査による遺構のき

損に十分配慮し、史跡整備のために求められる必要最小限の範囲とする。 

②文献調査 

文献調査については、これまで佐賀藩史料を中心に、三重津海軍所の整備過程、佐賀藩海軍の

変遷、蒸気船の修理・建造などの項目について調査を進めるとともに、発掘調査の成果検証を行

ってきた。 

今後はこれらに加え、三重津海軍所の幕末日本での位置づけ、長崎との技術交流の解明、海軍

所建設に関わった人物及び輩出した人材等について、対象史料の拡大を視野に入れながら調査を

継続する。 

③保存・整備・活用に関する調査・研究 

事業の改善を図っていくための来訪者動態や意識の把握、遺構の保存を強化するために必要な

手法や措置を取り入れるための調査・研究、デジタル技術等を用いた効果的な展示・公開手法の

調査・研究を行う。 

また、地下遺構・地上構造物・地形・景観について、年に 4回モニタリング・カルテをもとに

観測を行い、年次報告書に取りまとめる。 

 

(4)遺跡の保存・修復 

①地下遺構・出土遺物の保存・修復 

地下遺構については、地中にあることで良好な状態が保たれていることから、今後も確実な保

存を行うため、地中での保存を継続する。発掘調査によって地下遺構・出土遺物が検出された場

合は、保存状態の確認調査を除いて、過度の露出を抑え、地下遺構の直上を土嚢や真砂土などで

養生した後、現地表面から十分な保護層で覆われた状態で、調査前と同じように地下水位と還元

状態を維持する。 

また、地下遺構を保存する上で好ましい環境を維持するため、史跡指定地内の駐車場は移転し、

樹木の整理を行う。 

②地上構造物・地形の保存・修復 

三重津海軍所跡は、大部分が地下遺構から構成されているが、入江の地形や保存堤防は地上に

表出している数少ない要素である。これらは来訪者に海軍所稼動期の景観を想起させることに大

きく貢献しているため、今後も現状を維持する。保存状況を確認するため、モニタリング・カル

テを活用し、目視により地表面の形状変動を把握し、き損が認められた場合には現状復旧を行う。 

③史跡の追加指定 

史跡の追加指定予定地にも、船屋期の建物柱列・溝・土坑等、史跡の本質的価値を示す地下遺

構の存在が明らかになっている。周辺で建設が進んでいる有明海沿岸道路の開通後に追加指定を

目指すこととしているが、三重津海軍所跡の立地条件に鑑み、所有者等と慎重に検討していく。 
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(5)造船・修船システムを視野に入れた整備 

「造船・修船システム」とは、伝統的土木技術を取り入れたドライドックの構築や鋳物師や鍛

冶師の加工技術による金属部品の生産など、日本の在来技術と西洋技術を融合させた洋式船の造

船・修船に関わる三重津海軍所での活動を指しており、このシステムは「明治日本の産業革命遺

産」の顕著な普遍的価値の証明に貢献する三重津海軍所跡の重要な要素となっている。 

したがって、三重津海軍所跡の整備では、造船・修船システムについて十分に理解できるよう

に留意しながら進めるものとする。 

①史跡指定地と公開・活用施設での整備のあり方 

＜全体的な考え方＞ 

三重津海軍所跡は、早津江川の河川敷に立地し、構成要素の大部分は地下遺構として存在する

ため、本質的価値を顕在化させるための整備において、地下遺構の保全や河川施設への影響を十

分に考慮するならば、地下遺構そのものの露出展示や河川敷の形状等を大幅に改変するような遺

構表現などは実現が難しい。従来の整備の手法だけに頼っていては自ずと限界があることから、

新たな発想や技術を取り入れたユニークな整備手法を積極的に取り入れることが重要である。 

また、史跡指定地での展示整備により一層の工夫が必要である以上、遺跡の歴史的背景、価値、

往時の姿などを説明するための補完的施設として位置づけられることが多い公開・活用施設の展

示についても、従来の位置付けや機能に限定せず、新しい発想に基づく整備を行うことが不可欠

である。 

したがって、三重津海軍所跡の整備上の課題をクリアするために、「屋外展示」と「屋内展示」

を一つの展示物として整備し、遺跡そのものが本来的に持っている本物感や空気感は十分に活か

しつつも、従来の手法だけにとらわれない発想や技術を取り入れながら、屋内外展示の持つ強み

を活かして補完し合うことで相乗効果を生み出す「一体展示」を目指すものとする。 

＜展示整備のあり方＞ 

屋外展示では、現地で表現すべき遺構の位置や規模、地形や周辺景観と一体となった海軍所稼

働期の造船・修船システムの空間スケールの表現を行う。そのため、地形や周辺景観の価値やそ

の意味・機能についての展示・解説、海軍所の発展過程を理解しやすい園路・動線設定、遺構の

性質・スケールに応じた遺構表示などの基本的な整備を実施する。その上で、稼働する造船・修

船システムや洋式船の運用などの当時の海軍所の様子を現地で散策しながら体感できるような

VR・AR 等のデジタル技術の導入と、その活用に必要な通信環境の整備を行い、新しい展示機能の

提供を図っていく。 

屋内展示では、三重津海軍所跡の歴史

的背景、関連資産との繋がりなど基本情

報の提供、造船・修船システムや遺跡の

内容の解説を行う。解説には、出土遺物

の展示、パネル・映像・模型の展示など、

オーソドックスな手法は整えた上で、

VR・AR 等のデジタル技術を導入した新し

い展示機能、造船・修船システムなどを

理解する体験学習の提供等を図ってい

く。  

図 5 一体展示のイメージ 
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また、両展示においては、先進的なデジタル技術の導入を図る一方で、人的ガイドも展示の重

要な機能の一つと位置付け、その内容や手法、体制などの充実を図る。 

そして、屋内・屋外展示は、主従の関係性や一方通行の動線を構築して理解を促すのではなく、

その場所の特性に応じた様々なコンテンツを循環しながら見学することによって理解を深める

という考えの下で整備を進めていく。 

なお、『凌風丸』については、船体の原寸復元を求める声が多いが、復元に必要とされる詳細

な資料が不足するため、原寸復元の展示物製作は現時点では難しい。デジタル技術を活用した復

元について検討していくこととする。 

②ゾーニングと整備活用の方向性 

史跡指定地内は、海軍所の利用形

態に基づいた「船屋ゾーン」・「稽

古場ゾーン」・「修覆場ゾーン」・

「保存堤防ゾーン」の４つに、その

周辺においては景観や土地利用形態

の維持を目的とした「農地ゾーン」・

「河川ゾーン」・「集落ゾーン」の

３つに、それぞれ区分する。 

また、それ以外に史跡整備におけ

る公開活用及び来訪者の便益に供す

る施設等の地区としての「ガイダン

スゾーン」を設定し、「追加指定予

定地」を含み、９つに区分する。 

 

 

③動線計画 

史跡指定地内での動線計画を行うにあたっては、三重津海軍所跡の価値を理解しやすく、多数

の来訪者にも対応でき、海軍所稼動期における作業の流れがイメージできる動線を目指すととも

に、観光客や公園利用者、漁港利用者、高齢者や障がいをもった方々など、誰もが安全・安心に

利用できる動線づくりを行う。 

④地形造成 

地下遺構や現代まで受け継がれてきた河川景観の保存の観点から、現況の地形を維持すること

を基本とし、海軍所稼動期に存在した土堤や、堤防から海軍所内に下りる通路など、高低差があ

った要素については、平面的な表現を行うものとする。 

また、施設の撤去、再配置に伴う土地の形状変更は最小限とし、遺構の保護及び関係機関との

調整を前提とする。埋設管類は、できる限り既存のものを活用する。 

  

図 6 ゾーニング 
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⑤遺構表示 

来訪者に、遺構のスケールや、造船・修船システムの流れを体感し、より具体的にイメージし

てもらうため、以下の 3 つの点に留意しながら遺構表示を行う。 

a.遺構の性質に応じた表示の種類とサインの設定 

b.デジタル技術を用いた解説 

c.ガイドによる案内・解説のしやすさ 

遺構表示は、海軍所稼動期に属した地下遺構と、その価値の証明を補強する遺構を対象に、以

下のような手法を用いて行う。 

表 3 構成要素毎の表示種類の設定 

表示する 

遺構 
構成要素 

本質的価値を

伝えるための

表示の優先度 

遺構を表示

するための

情報の有無 

表示種類の設定 

① 
ド ラ イ

ドック 

護岸遺構〔本渠部〕 

高 
有 

（一部） 

平面表示・立体表示  

ドライドックの完全復元については、遺構を確実に保

存する観点から実現が難しいため、平面表示または立

体表示を行う。 

護岸遺構〔渠口部〕 

河川面護岸遺構 

② 

金 属 加

工 関 連

遺構 

石組遺構 

高 有 

平面表示・立体表示  

炉等の検出遺構については原位置での平面表示または

立体表示を行う。上屋については現時点では不明確な

点が多い為、調査・研究の進捗に応じて表現を検討す

る。 

溝状遺構 

小型二連炉 

廃棄土坑 高 有 

平面表示  

土坑の 4分の 1程度の深さまで発掘調査が行われてお

り、原位置での平面表示を検討する。 

③ 土堤盛土 中 
有 

（一部） 

平面表示  

発掘調査結果により部分的に検出された遺構や絵図等

を参考に、設置されていた範囲を想定し、漁港利用に

影響の無い範囲で平面表示を行う。 

④ 木杭群（検討中） 検討中 
有 

（一部） 

検討中  

掘立柱建物である可能性が判明したことから、調査の

進展により検討する。 

⑤ 旧堤防跡 ― ― 現状維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 7 要素の位置 



15 

 

⑥修景・植栽 

来訪者へ誤ったイメージを与えないように、原則として、史跡指定地における修景・植栽は、

海軍所跡稼働期のイメージに統一することとする。関係機関との協議を行いながら、公園や漁港

としての機能と調和した修景・植栽を行う。 

 

⑦案内・解説施設 

いつでも、誰でも理解できるような表示内容とし、景観と調和したシンプルな形状に各サイン

のデザイン等の統一を図る。既存サインは、必要に応じて撤去も考慮する。 

⑧管理施設・便益施設 

史跡指定地内に立地している現況駐車場は、適切な駐車台数を確保した上で、記念館の北側へ移

転する。 

川岸沿いには、転落防止のための防護柵を設置し、大潮の際に漂流物が進入しない措置を講じる。 

現在設置されているトイレ 2棟は、便益施設として当分の間はその機能を維持する。史跡指定地

の整備の段階で、トイレの施設更新や再配置が必要となった場合は、関係者と十分に協議しながら、

史跡指定地外への移転も含めその設置の検討を行うものとする。 

ベンチやあずまやなどの休養施設、照明灯、手洗い場等は、原則として整備の段階で景観的な統

一を図り、適切な場所を選定した上で更新するものとし、史跡指定地全体の景観に調和し、遺構表

示と誤認されないようなシンプルな形状・色彩とする。 

⑨公開・活用施設 

＜公開・活用施設の基本的な考え方＞ 

公開・活用施設では、三重津海軍所跡の全体像や歴史的背景、関連資産との繋がりなど基本情

報の提供、造船・修船システムや遺跡の内容の解説を従来の展示手法により行うことはもちろん

のこと、VR・AR 等のデジタル技術の導入、造船・修船システムなどを理解する体験学習の提供な

ども実施していく。 

また、「明治日本の産業革命遺産」の全体像及び 23 の構成資産内での位置づけ等について、

国が示した共通展示を設置する。そのほか、幕末佐賀藩の近代化事業の中での位置づけへの理解

も促す。 

なお、整備完了までは時間を要するため、当面の間は現状のまま記念館 3階のインフォメーシ

ョンコーナーでの展示解説を継続することとし、今後の新たな整備については、有識者による意

見も交えた詳細なガイダンス施設基本計画を策定した上で進めていく。 

＜公開・活用施設の位置・規模＞ 

施設の位置については、ガイダンスゾーン内を対象とし、現状での問題や課題を詳細に検討し

た上で、現在、三重津海軍所跡インフォメーションコーナーを設置している記念館の活用も含め

て検討する。 

施設の規模については、来訪者の動線が確保でき、三重津海軍所跡や「明治日本の産業革命遺

産」等について説明できる十分なスペースの確保を検討する。 
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　ステップ①　誘う⇒来る ステップ②　伝える⇒理解する ステップ③　促す⇒動く

方針
○情報発信 ○価値の伝達 ○活躍の場・機会の提供、活動の後押し

対象
○多様な人々 ○遺跡を訪れた人 ○遺跡の価値や重要性を理解した人たち

手法

○アナログ（口コミ、紙）
○デジタル（HP、SNS）
○イベント
○講座・講演
○観光プログラム　　など

○デジタルコンテンツ
○立体模型等の展示
○案内ガイドの説明
○発掘調査現地説明会　　など

○ガイド、環境美化、おもてなしなどの
　来訪者サポートの継続と活発化
○活動者、関係者との情報交換　　など

留意点

○正確でわかりやすく、
　興味を惹く情報提供
○アクセス環境の向上
○安全性の確保

○「明治日本の産業革命遺産」
　や幕末佐賀藩関連遺跡の説明
○遺構を見せられない理由や遺
　構保全のメカニズムの説明

○遺跡周辺住民だけでなく、様々な属性
　の人や組織が参画していく状況を生み
　出す

(6)緩衝地帯の修景・保全 

緩衝地帯の農地ゾーン、河川ゾーン、集落ゾーンの風景は海軍所稼働期の風景を想起させるもの

であり、農振法や河川法、都市計画法等の既存法令のもとで関係者の協力を得ながら景観保全を図

る。これらの周辺景観は、記念館の 3 階テラスから一望することができ、上流側では山地、下流側

では繋がる海を遠望できることから、遺跡の価値の伝達の機能を持つ視点場として設定する。 

来訪者がそこから景観を眺めることを促し、ガイドの説明や解説サイン等により、海軍所稼動期

の姿が概ね受け継がれていることを伝え、当時の風景を想起させる一助とする。 

 

(7)文化的資源・情報発信の拠点としての活用 

保存・整備した遺跡の活用の最終的な目標は、多様な人々が遺跡の保存・整備・活用の主体的

な担い手として行動し始めることで、持続的な取組が展開していく状況を生み出していくことに

ある。人づくりや協働の取組は、着実に段階を経ながら、人々が「見えない三重津が見えてくる」

状態となり、価値の理解が深まっていくことが必要であるため、以下のような 3 つのステップを

通して実施していく。 

＜ステップ１：誘う⇒来る＞ 

遺構の存在を知らせ、現地を訪れる機会を徹底的に作ることで、価値の理解を始める状況を生

み出さねばならない。伝えるべき遺跡の価値や重要性を予め明確にした上で、それを効果的で強

力なメッセージとして発信できる手法の選択を行う。加えて、来訪者がスムーズに遺跡を訪れる

ことができるような環境整備にも、必要に応じて取り組んでいく。 

＜ステップ２：伝える⇒理解する（伝わる）＞ 

遺構を訪れた人々に、その価値や重要性について実感をもって理解してもらうことが鍵となる。

屋外展示と屋内展示を一体展示としてフル活用することで、遺跡の可視化を図る。 

さらに、様々なレベルの来訪者に対応した解説ができ、多様なニーズに的確に応えられるよう

なガイド機能も充実させる。 

＜ステップ３：促す⇒動く＞ 

遺跡の保存・整備・活用に関心を持ち始めた人々が、取組の主体者としての立場へと転換でき

るよう、活躍の場や機会、仕組みなどを設けて促し、後押しをする取組を行う。 

なお、ここでの活動は、遺跡が立地する周辺住民組織だけに限定せず、遺跡の価値や重要性、面白

さを理解した様々な属性の人や組織が、遺跡を取り巻く様々な活動に参画していく状況を生み出して

いくことを主眼に据えて行うこととする。 

表 4 活用の基本的な考え方 
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佐賀地区管理保全協議会

活 用

イベント

コンテンツ

広報ＰＲ

教 育

管 理

維 持

史跡指定地内の修景

史跡指定地内の施設

人材育成

連絡調整

追加指定予定地 史跡指定

保 存

モニタ

リング

既存モニタリング

新規モニタリングの追加

景 観 緩衝地帯の景観保全

工 事

屋内展示

屋外展示

駐 車 場

移転整備

用地購入 用地買収

実施設計 実施設計

工 事

史跡整備

発掘調査

船屋地区

稽古場地区

修覆場地区

調査報告書

駐車場

基本設計 史跡整備全体

実施設計

屋内展示

区分 項目

屋外展示

短 期 計 画 中 期 計 画

H29 H30 H31 H32 H33 H34〜38

中
期
計
画
の
詳
細
検
討

文
化
庁
補
助
事
業

(8)事業の実施 

計画期間は平成 29 年度(2017)から 5 年ごとに短期、中期とし、それ以降を長期とする。 

なお、本整備計画に示す事業の実施にあたっては、国、県が示す各種補助メニューについて情報

収集に努め、有効的に活用していく。 

 

表 5 事業実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の推進にあたっては、関係庁内各課で構成する「三重津海軍所跡の保存・整備・活用にかか

る庁内連絡会議」との連携調整を行う。文化庁・佐賀県教育委員会には整備実施にあたっての現状

変更申請に指導・助言を仰ぎ報告を行い、「『明治日本の産業革命遺産』保全委員会」と「佐賀地区

管理保全協議会」との連携を取りながら事業を推進する。  
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第３章 展示施設の現状と今後の整備に

向けた課題 
 

 

3.1 現在の展示施設について  

三重津海軍所跡は、平成 27 年(2015)7 月に、「明治日本の産業革命遺産」の構成資産の 1つとし

て世界文化遺産に登録された。世界遺産登録を契機として三重津海軍所跡への来訪者が急激に増加

することを見込み、本市は、平成 26 年(2014)12 月に暫定整備として記念館内に「三重津海軍所跡イ

ンフォメーションコーナー」を設置した。これは、記念館が三重津海軍所跡に隣接し、展望室とし

て利用していた 3階部分での展示スペースの確保が可能であったことに加え、幕末佐賀藩の近代化

と関わりが深い佐野常民の顕彰施設であったためである。 

また、来訪者から好評を得ている体験型の機器「三重津タイムクルーズ」は、佐賀県が整備を行

い、平成 27 年(2015)4 月から供用を開始した。 

 

(1)記念館の概要 

現在、三重津海軍所跡の展示などを行っている記念館は、佐野常民を顕彰するための施設として

平成16年(2004)10月に開館した。三重津海軍所跡の大部分については「歴史公園」（平成17年

(2005)12月開園）として整備し、記念館と一体的に「佐野記念公園」として都市公園に指定されて

いる。 

記念館の建設には都市公園整備の国庫補助事業を活用しており、加えて日本赤十字社からの支援

や日赤友功会からの寄付等も受けている。 

 

①佐野記念公園整備時の基本コンセプト 

佐野記念公園整備時の基本コンセプトは以下のとおりであり、記念館建設時には、3つの機能を

導入している。 

・日本赤十字社の創設者である佐野常民の業績に関わる資料、遺品などを展示すると共に、次

世代教育・ボランティア活動・生涯学習・地域交流活動を通して、常民の偉業や人道、博愛

の精神を学んでいく人材育成の拠点施設を目指す。 

・幼児や高齢者、身体障がい者にも安全で利用しやすい住民参加型、地域密着型の施設を目指

す。 
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・河川敷にある佐賀藩海軍所跡地の遺構の保存を前提としながら歴史公園としての機能を整備

し、河川敷を生かした自然体験・学習などができる憩いの公園を目指す。 

表 6 導入機能の概要 

施設 内容 

総合案内 施設内容についての総合案内機能をもつ諸室を構成。佐野常民に関する

基礎的な知識を説明する。 

学習館 佐野常民の生涯を、活躍の場、思想の変化と合わせ学習することが出来

る施設とする。内容は映像・体験・展示を中心にし、ここで学んだ精神

を活動館でさらに深めることが出来るような施設とする。 

活動館 学習館で学んだこと、感じたことから新たな自分を発見し、それを具現

化するための施設。特にフロンティア精神を受け継いだ子供たちのため

の「次世代教育」と博愛精神を受け継いだ「ボランティア活動」が出来

る施設、その活動を補完するライブラリー（図書室）を併設させる。 

 

 

②施設概要 

記念館の面積、開館時間、料金などの現状は以下のとおりである。 

表7 施設概要 

項目 内容 

敷地面積 4,964.41 ㎡ 

建築面積 1,259.01 ㎡ 

延床面積 2,204.44 ㎡  （地上３階） 

開館時間 9:00～19:00（展示室は 17：00 まで） 

休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、 

年末年始（12 月 29 日から１月３日まで）、その他臨時日 

入館料 無料 

観覧料 ２階展示室のみ 

大人(18 歳以上)： 300 円【（団体）20 人以上は 240 円】 

子供(小・中・高校生)： 100 円【（団体）20 人以上は 80 円】 

管理者 佐賀市 
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③建物の意匠 

 

 

 

 

 

 

 

記念館は、佐野常民の足跡と常民が愛した博愛の精神をモ

チーフにデザインされている。 

外観には、佐賀藩の言わば理化学研究所である精煉方の主

任として、佐野常民が近代化事業に取り組んだ功績に代表さ

れる『西洋科学への情熱』（船のイメージ）と、パリ万博で

出会い、日本赤十字社設立へと至る『博愛の精神』（赤十字）

が表現されている。外壁のタイルは佐野常民がパリ万博で世

界に紹介した佐賀の磁器を用い、古伊万里の絵柄をベースに

十字のモチーフをあしらったものである。 

 

(2)交通アクセス 

三重津海軍所跡及び記念館への主なアクセス手

段は、自家用車またはツアー等の大型バスである。

自家用車の場合、長崎自動車道佐賀大和ICから約40

分、九州佐賀国際空港から約10分という立地にある。 

公共交通機関を利用する場合は、佐賀駅バスセン

ターから佐賀市営バスにて、平日・土日祝日ともに

1時間に1～2本のペースで運行しており、所要時間

は約30分である。西鉄柳川駅からも民間のバスが運

行され、所要時間は約30分である。 

また、現在、三重津海軍所跡のすぐ北側で地

域高規格道路である有明海沿岸道路の建設が進

んでおり、完成すれば、福岡方面や「明治日本の産業革命遺産」を構成する資産が所在する熊本県

荒尾市や福岡県大牟田市等からのアクセスが向上することが見込まれる。  

船をイメージさせる外観 

十字をモチーフとした�イル 

図 8 交通アクセス 
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(3)施設の構成 

ここでは記念館の施設構成について整理する。 

①外構 

 

図 9 外構図 

記念館への出入口は 1階の北西に 1 箇所、2階の南東側に 1 箇所設けられている。佐野記念公

園駐車場に車を停めて施設に訪れる人が多いこともあり、総合案内は 2階の出入口部に設けられ

ている。 

また、記念館の西側の土地について、平成 27 年度に佐賀市に寄附していただいており、現在は

主に記念館の職員用駐車場として使用している。 

 

 

 

 

 

    建物外観（南東側入口）     建物外観（北西側入口）       駐車場 
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②1 階の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■エントランスホール（約 80 ㎡） 

エントランス 

ホール 

 

館内案内をはじめ、アームストロング砲レプリカや

洋式船（観光丸）の模型などを展示したロビー。 

観光、イベント案内なども行う。 

    

■多目的室（約 160 ㎡） 

多目的室 

１・２ 

 

研修や会議など、様々な目的に利用できる部屋。 

間仕切りを取ると 200 名程度の収容が可能。 

    

■準備室（約 40 ㎡） 

準備室 

 

総数約 60 名のボランティアスタッフの控室として

も利用。 

図 10 記念館 1階のフロア図 
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■コミュニティ広場（約 230 ㎡） 

みえつ 

ドームシアター

(三重津タイム

クルーズ) 

 直径 6メートルのドームに映し出される迫力満点の

映像。三重津海軍所創設に至る幕末佐賀藩のストー

リーを楽しめる。 

（字幕：日本語・英語・韓国語・中国語、 

音声：日本語） 

＜平成 29 年（2017）３月佐賀県整備＞ 

オキュラス 

リフト 

(三重津タイム

クルーズ) 

 ＶＲ装置を使ってＶＲ動画を楽しむことができる。

当時のイメージ映像を 360 度見渡すことができ、あ

たかもそこにいるかのような臨場感を体感できる。 

＜平成 27 年（2015）３月佐賀県整備＞ 

河川情報 

コーナー 

 

筑後川下流域の周辺マップをベースに、河川に関す

る様々な情報を提供。 

図書、視聴覚 

コーナー 

 

佐野常民をはじめ、体験学習などに関する書籍、雑

誌やビデオ、DVD などが閲覧できる。 

赤十字コーナー 

 

日本赤十字社の様々な活動を紹介するコーナー。 

    

■テラス（約 80 ㎡） 

テラス 

 

ものづくり体験等にも利用できる屋外の多目的スペ

ース。 
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③２階の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■常設展示室（約 270 ㎡） 

常民肖像グラフ

ィック 

 

佐野常民の肖像写真とともに、人物像を紹介。 

（表記：日本語） 

時空年表 

コーナー 

 

全長 23m のコーナー。佐野常民の生い立ち、業績、

そして類い稀な行動力を、写真・言葉・実物資料な

どでビジュアル的に展示。 

（表記：日本語） 

博愛への道 

映像ホール 

 

壁面に映し出される背景映像と 4つのシーンで構

成される。佐野常民人形と関連実物展示を通して、

人間『佐野常民』を語る複合演出シアター。 

（字幕：日本語・英語、音声：日本語） 

常民に関連する

品々の展示 

 

佐野常民が残した遺品や書、言葉といった実物資料

を展示。 

  

図 11 記念館 2階のフロア図 
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■企画展示室（約 50 ㎡） 

企画展示室 

 

佐野常民に関連した資料をテーマごとに展示する、企

画展示スペース。 

    

■総合案内・エントランスロビー 

総合案内 

 

総合案内カウンターがあり、常設展示の券売をはじ

め、『みえつ SCOPE』の貸出を行う屋外展示への玄

関口。 

 

エントランス 

ロビー 

 

季節によってお雛飾り等の展示スペースとしても

活用している。 

ラウンド 

ビジョン 

(三重津タイム

クルーズ) 
 

三重津海軍所を知る・楽しむ旅の始まりの映像を迫

力の大型円形ビジョンで楽しめる。映像の最後に

は、記念写真を撮ることもできる。 

（字幕：日本語・英語・中国語・韓国語） 

＜平成 27 年（2015）3 月佐賀県整備＞ 

『みえつ SCOPE』 

(三重津タイム

クルーズ) 

 

屋外で約 160 年前の三重津海軍所をイメージした

360°展開のパノラマ画像を体験できる『みえつ

SCOPE』を貸し出す。 

（字幕：日本語 

音声：日本語・英語・中国語・韓国語） 

＜平成 27 年（2015）3 月佐賀県整備、同５月に佐賀

市増台（みえつ SCOPE）＞ 

 

■事務室（約 70 ㎡） 

事務室 ― ― 

 

■会議室（約 60 ㎡） 

会議室 1・2 ― 研修室や会議室として 6～16 名程度の利用が可能。 

 

  



 

④３階の

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■展望テ

展望テラ

    

■緑のテ

緑のテラ

 

の構成 

テラス（約

ラス 

テラス（約

ラス 

約 140 ㎡） 

約 210 ㎡） 

 

 

 

 

 

図 12 
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早津江川

三重津海

 

緑豊かな

佐野常民

記念館 3階

川やその周辺

海軍所跡の現

な屋上テラス

民のふるさと

階のフロア図

辺が一望でき

現況を眺める

ス。 

とを一望でき

図 

きるテラス。

ることができ

きる。 

。 

きる。 
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■三重津海軍所跡インフォメーションコーナー（約 180 ㎡） 

グラフィック 

パネル 

 

◎パネルの内容 

・幕末佐賀藩の近代化と三重津海軍所の歴史 

・三重津海軍所の概要 

・三重津海軍所跡の３つのエリア 

・三重津海軍所跡の３つの価値 

・発掘調査地点と特徴的な遺構群 

・金属製品生産の様子を示す考古資料 

・佐賀藩が所有した洋式船 

・「明治日本の産業革命遺産」の概要と 

   構成資産の紹介   等 

（表記：日本語、タイトル及びポイントのみ英語・中国

語・韓国語でも表記） 

ガイダンス映像  

◎映像の内容  

・世界遺産・産業革命遺産  

・幕末佐賀の近代化１  

・幕末佐賀の近代化２  

・三重津海軍所跡の価値  

・ドライドックのしくみ 

（字幕：日本語・英語、音声：日本語） 

情報検索装置 

 三重津海軍所跡を一望しながら、この機器を使って、幕

末当時の様子と見比べながら楽しく学ぶことができる。 

（表記：日本語・英語） 

ドライドック 

復元模型 

 発掘調査で確認されたドライドックの復元模型を展示

している。模型では、その構造や洋式船が格納された様

子を具体的に知ることができる。 

（上段 1/10 スケール、下段 1/50 スケール） 

ドライドックの

原寸大パネル 

 全長約 60m、幅約 20m、深さ 3m以上の巨大なドライドッ

ク。  

このパネルでは、木材を組み合わせた複雑な構造やその

巨大さを体感することができる。 

遺物展示 

 発掘調査で数多く出土した、洋式船の運用に関わる様々

な遺物。海軍所で使われた食器類や、洋式船の修理に使

われたリベットやボルト・ナットなどの道具のほかに、

日本に古くから伝わる伝統的な金属加工の道具や施設

も出土していることを解説。 

地形模型 

 昭和初期に描かれた絵図をもとに制作。 

記念館開館当初から展示されている。 
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(4)屋内・屋外における展示機能の現状 

現在、来訪者に三重津海軍所跡の価値を伝達するために、①記念館内の見学、②みえつSCOPEを

用いた現地見学、③地下遺構の位置を示した平面表示と解説板の現地見学という、主に３つの視点

から情報提供を行っている。ここでは来訪者の標準的な見学動線に沿ってその概要を示す。 

①記念館内の見学 

来訪者はまず記念館を訪れ、１階、２階にある「三重津タイムクルーズ」のコンテンツの体験や、

３階の三重津海軍所跡インフォメーションコーナーを中心に三重津海軍所跡の展示等を見学する。 

②みえつ SCOPE を用いた現地見学 

記念館２階でみえつ SCOPE の受付を行い、SCOPE を持って時の架け橋を渡って見どころポイント

１に至る。見どころポイントでは音声ガイドが流れ出し、スコープをのぞくと約 160 年前の三重津

海軍所をイメージした CG パノラマ画像を見ることができる。音声ガイドの説明を聞きながら下図

の SCOPE１から順に見どころポイントをまわり、その後みえつ SCOPE 返却のため、記念館に戻る。 

③地下遺構の位置を示した平面表示と解説板の現地見学 

みえつ SCOPE を用いた見学と合わせて、現地で整備されている地上表示やそれらに関わるサイン

等についても見学する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)ガイドによる屋内・屋外の案内  

記念館では、開館当初から歴史ガイド活動や湯茶接待などの来訪者へのおもてなし活動が地域住

民等により活発に行われてきている。記念館及び三重津海軍所跡への来訪者に対し、館内や現地を

散策しながら佐野常民や三重津海軍所跡などについての解説を行っている。  

みえつスコープの映像例 

ドライドックの平面表示 
図 13 展示施設の配置状況 



 

(6)施設を

①来訪者

平成

数は前

ばなお

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②来訪者

平成

地別集

どを占

半数は

 

 

 

（人） 

を取り巻く

者数 

成27年（2015

前年度と比較

お多い状態を

者の属性 

成 28 年度（2

集計によれば

占め、九州内が

は関東から来

平成 26
(38,03

く状況 

5）の「明治

較すると約５

を維持してい

2016）のみえ

ば、佐賀市内

が 38.2％、そ

来訪されてお

 

図 15 

年度計 
38 人） 

治日本の産業

５倍まで増加

いるが、来訪

えつスコープ

内及び佐賀県

、それ以外の国

おり、海外か

 来館者（み

図 14 

平
（

29 

業革命遺産」

加した。平成

訪者数は減少

 

プ利用者の属

県内（佐賀市

国内客が 14

からの利用客

みえつスコー

 来訪者数の

平成 27 年度計
（181,280 人

」の世界遺産

成28年度（2

少傾向に転じ

 

属性のうち

市以外）から

4.3％となっ

客はそれほど

ープ利用者）

の推移 

計 
人） 

産登録に伴い

2016）になる

じている。 

ち、受付内容

らの利用者が

った。九州外

ど多くはない

）の属性 

平成 2
（124,

い、登録年度

ると、登録前

 

容から把握が

がそれぞれ４

外からの来訪

い。 

28 年度計 
,730 人） 

度の来訪者

前と比べれ

が出来た居住

４分の１ほ

訪者のうち、

者

れ

住

ほ

、



30 

 

③来訪者からの評価 

記念館にて、平成28年（2016）10月から11月にかけて、来訪者へのアンケート調査を10日間

実施し、1,672件の有効回答数が得られた。 

このアンケートの集計結果によると、記念館及び三重津海軍所跡への来訪者の満足度につい

ては、以下の図に示すとおりであり、特にスタッフの対応への評価は高い。 

また、館内の展示の中でも「みえつタイムクルーズ」への評価が高い一方、地下遺構や船に

ついては“本物を見たい”などの意見も聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

訪問回数

１ 初めて, 

1367人

（82%）

２ ２回目, 

178人

（11%）

３ ３～５回

目, 69人

（4%）

４ ５回以

上, 58人

（3%）

来訪者の住所

１ 佐賀市

内, 393人

（23%）

２ 佐賀

県内, 

212人

（13%）

３ 県外, 

1067人

（64%）

交通手段

１ 自家用

車, 1012人

（61%）

２ 公共交通機関, 89人（5%）

３ タク

シー, 4人

（0%）

４ 徒歩・自転

車, 25人（2%）

５ 貸切バス等, 542人（32%）

満足度 

図 16 アンケート調査（H28 年度実施分）の結果 
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自由意見（抜粋） 

 

<見えないことに関して> 

・現物の遺跡を見られない中で、スコープなどで体験できる工夫が良いと思った。 

・実物が埋めてある。本物が見られたら良かった。 

・館内にでも実物大のドック模型があって、見たりさわったりできるといい。 

・修理ドックの修復と船のレプリカ展示（実物大で） 

・船の大きさを分かりやすいものがあればいい。 

 

<みえつ�イムクルーズに関して> 

・みえつSCOPEで、当時の情景を見ることが出来、新鮮な感じがした。 

・現代機器を駆使して、臨場感のある体験が出来て面白かった。 

・屋内外歩き回る楽しさがある。なかなかない楽しませ方では。VRなど最先端が楽しい。 

・父と来館。耳が遠いので字幕付きのスコープを借りました。喜んでいました。 

 

<展示内容に関して> 

・子ども向けの分かりやすいパネルがあれば、小学生ももっと楽しめると思います。 

・発掘中の情報ももう少し詳しく提示されていたらよかった。 

 

<ス�ッフに関して> 

・解説ボランティアの説明なくして、理解興味半減。説明受けて大変満足しました。 

・スタッフさんが熱心に説明してくださり、ありがたかった。 

・美味しいお茶を飲ませて頂きました。 

・広大な手入れの行き届いた海軍所跡を含め、スタッフの対応は親身で好感持てます。 

 

<その他> 

・館全体で構成を考えられたらどうか。 

・船の操縦体験（CG)ができたらいい。 

・幕末衣装の展示や着ることができるコーナー。 

・もっと広報してほしい。 

・佐賀駅から、公共交通機関を使ってきたので遠かった。 

・近隣の地図が欲しい。５km内くらいでウォーキングがしたい。 

・コーヒーを飲むコーナーとかあれば嬉しいです。 
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3.2 ガイダンス施設の立地条件  

 

(1)整備の場所や手法等に望む条件 

ガイダンス施設と駐車場の配置は、「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」では、

下図のガイダンスゾーンの範囲内で選定することとしている。 

ここでは、上位計画で示した“屋外展示（現地での整備）と屋内展示（ガイダンス施設での整備）

の一体的な整備と活用”を目指すために、ガイダンス施設に求められる適切な立地を選定するため

の条件を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ロケーション 

来訪者がガイダンス施設と三重津海軍所跡を行き来しやすいよう、両者の位置が近く、ガイ

ダンス施設から現地を望むことができる位置とする。また、ガイダンス施設、三重津海軍所跡

と移転整備する駐車場とのアクセスのしやすさも重要である。 

  

図 17 三重津海軍所跡の周辺状況 
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②整備期間 

展示内容の充実を図り、展示環境を整えた状況で、より多くの来訪者を迎えるためには、用

地取得に関わる期間や設計・整備に関わる期間を含め、可能な限り短期間での竣工が必要とな

る。 

 

③記念館との関係性 

幕末佐賀藩の近代化や佐賀藩海軍とゆかりの深い佐野常民の顕彰施設である記念館との連

携により、相互に来訪者を誘導する等の相乗効果を得やすい位置とする。 

 

④周辺環境への配慮 

三重津海軍所跡と一体となって保全を図る必要のある、世界遺産の緩衝地帯内での施設整備

となるため、三重津海軍所跡やその周辺の河川や農地、集落の景観を阻害しにくい位置とする。 

 

⑤コスト 

厳しい財政状況下のなかで整備を目指すため、用地取得や施設整備等にあたって経済性を考

慮する必要がある。 

 

 

（２）望ましい施設整備 

前項で整理した整備の場所や手法等に望む条件を踏まえると、ガイダンス施設の整備にあたって

は、大きく二つの方向性が考えられる。 

 

①記念館の活用 

世界遺産や三重津海軍所跡に関わる展示の充実に向け、記念館の建設当初からの機能を守り

ながらも、既存機能のあり方の見直しや、増築などにより床面積の確保を図り、建物の有効活

用を行う。 

 

②新設 

ガイダンスゾーン内での土地の購入を想定し、記念館とは別の場所に世界遺産や三重津海軍

所跡のガイダンス施設を新設する。 

 

この二つの方向性について、比較検討を行ったものを次頁に示している。 

比較検討の結果、記念館を活用して三重津海軍所跡のガイダンス機能を設ける方が評価が高いた

め、記念館の活用を前提として課題の整理を進めることとする。 

ただし、記念館は、佐野常民を顕彰する目的で設置された施設であるため、その整備時に掲げた

基本コンセプトを踏襲した整備となるように検討を進める。  
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表8 二つの方向性の検討 

 記念館の活用 新設 

イメ

ージ

図 

  

①ロケ

ーショ

ン 

◎ △ 

史跡地と隣接しているため、現地と一体的

に活用しやすい。 

資産を一望できる場所での用地取得は困難

であるため、屋内展示と屋外展示の一体的

な整備には工夫が必要。 

②整備

期間 

○ △ 

既存施設を活用することから短期間に整備

しやすい。 

用地交渉などを含め整備までに時間が必要

である。 

③記念

館との

関係性 

◎ △ 

記念館内に三重津海軍所跡のガイダンス機

能を設けるため相乗効果を発揮しやすい。 

記念館とは別棟となるため相乗効果を図る

には工夫が必要である。 

④周辺

環境へ

の配慮 

○ △ 

既存施設を活用することから景観への影響

が少ない。ただし、増築にあたっては、建

物の意匠への配慮が必要。 

三重津海軍所跡周辺に新たに建物が建つこ

とによる、景観への影響は少なくない。 

⑤コス

ト 

○ △ 

既存施設を活用することから経済性が高い。 施設建設費に加え用地取得費も必要とな

り、経済性が低い。 

評価 ○ △ 
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(3)法令等の規制の状況 

ガイダンスゾーン内における、施設整備に関連する法令等は以下のとおりである。 

①都市計画法 

三重津海軍所跡及びその周辺部は、市街化調整区域にあたり、開発行為は原則禁止されてい

る。そのため、開発行為を行うにあたっては事前に佐賀市長の許可が必要である。 

ガイダンスゾーンにおける容積率、建ぺい率等は以下のとおりである。 

・容積率 100％        ・道路斜線制限 1.50 

・建ぺい率 60％       ・隣地斜線制限 20ｍ＋1.25 

 

②景観法（佐賀市景観条例及び景観計画） 

佐賀市全域が景観計画区域に設定されており、建築物又は工作物の新築等や色彩の変更で外

観の変更などを行う場合には、事前に佐賀市長への届出・通知が義務付けられている。 

 

③都市公園法（佐賀市立都市公園条例） 

三重津海軍所跡の大部分と記念館は、佐賀都市計画公園である佐野記念公園に含まれている。

都市公園法に基づいて定められた佐賀市立都市公園条例において、都市公園における竹木の伐

採や土地の形質変更などの行為について制限している。 

公園区域内の公園施設における建築面積は、２％を上限として設定されているが、佐野記念

公園には教養施設（体験学習施設）として10％を限度とする特例措置を適用している。 

 

④佐賀市みどりあふれるまちづくり条例 

佐賀市みどりあふれるまちづくり条例施行規則において、公共施設としての緑化推進を図る

ことが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 18 法令などの規制範囲 
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⑤屋外広告物法（佐賀市屋外広告物条例） 

三重津海軍所跡周辺は第1

種禁止地域に指定されている

ことから、原則として広告物

を表示できない地域である。

解説看板や注意看板などを設

置する場合は、事前に届出が

必要であり、周辺の景観に調

和したものであることが求め

られる。 

 

 

 

 

 

  
図 19 屋外広告物にかかる規制 
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3.3 ガイダンス施設の整備に向けた課題 

記念館は、三重津海軍所跡と隣接しており、３階の展望スペースの活用ができたこと、また、

幕末佐賀藩の近代化と関わりが深い佐野常民の顕彰施設であることなどから、現在、暫定的に「三

重津海軍所跡インフォメーションコーナー」を整備している。しかしながら、史跡や世界遺産の

構成資産のガイダンス施設として充実を図る上では、以下のような課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)三重津海軍所跡及び世界遺産の構成資産としての展示の充実に向けた課題 

①展示スペース及び展示環境の確保 

記念館の３階部分での展示スペースでは、近代化事業に関する解説は映像解説にとどまって

おり、三重津海軍所跡の価値や背景などをわかりやすく伝えるために必要な展示面積を確保で

きていない状況にある。 

また、記念館建設時に展示室として整備しているのは２階の佐野常民の展示スペースが中心

である。３階は元々展望室として設けられたスペースであることから、遮光や照明、温度、湿

度など、展示を行う環境が整っておらず、現状では遮光フィルムを貼ることなどで対応してい

る。 

さらに、現状では、地下遺構の保全や河川施設への影響を考慮した場合に史跡指定地では表

現できない遺構構造や、洋式船に関する展示も十分には行われておらず、幕末佐賀藩の近代化

や佐野常民と三重津海軍所跡の関係などに関する展示も不足している状況にある。 

これらの状況を踏まえ、十分な展示スペースと展示環境の確保が必要である。 

 

②見学動線の整理 

記念館内での三重津海軍所跡に関わる展示・解説場所は、３階を中心にしつつも、１階のド

ームシアターや２階のラウンドビジョンなどの映像による展示コンテンツが点在しているため、

見学動線が錯綜している状況にある。 

また、３階の三重津海軍所跡インフォメーションコーナーではその狭小さゆえに30名程度の

一斉利用時には混雑状態が発生し、一度に多くの来訪者が見学するのは困難な状況にあり、見

学順路も設けることができていない。 

記念館３階からの眺め 
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記念館と史跡全体の見学動線については、来訪者が佐野記念公園駐車場を利用した場合、三

重津海軍所跡の史跡地を一部見学し、その後に記念館を訪れ、佐野常民や三重津海軍所跡に関

する展示を見た上で、みえつSCOPEを借りて再度現地を見てまわるという複雑な状況となってい

る。 

さらに、周辺の店舗や集落と佐野記念公園駐車場とは、記念館をはさんで向かい合う位置に

所在することから、歩行者の回遊が史跡地内と記念館内に終始し、周辺に広がりにくい状況と

なっている。 

したがって、館内、周辺エリアを含めた館外ともに、来訪者にとってわかりやすくスムーズ

な見学動線の確保が必要である。 

 

③世界遺産の構成資産としての展示の充実 

世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の全体像や価値を伝えるため、現状では本市が展

示パネルを独自に製作し、記念館３階に設置している。 

世界遺産委員会での「明治日本の産業革命遺産」の世界遺産登録決議時に、資産が所在する

全エリアでの統一的なインタープリテーション事業の実施が求められており、今後国から示さ

れる共通展示を整備する必要がある。 

 

④調査成果をもとにしたわかりやすい展示の充実 

記念館内における三重津海軍所跡の展示物には、部分的ではあるが、調査進展前の資料に基

づいた正確とはいえない展示があり、来訪者の誤解を招く恐れがある。 

また、展示内容が専門的で一般向けとしては、わかりにくい表現などが含まれている。 

これらの状況を踏まえ、正しい情報を基に、誰にでもわかりやすく伝えることが必要となる。 

 

(2)事業スケジュールからみた課題 

地下遺構の特性と河川敷への立地などに由来する多くの課題を解決していくには、来訪者に対す

る様々な手段を用いての情報発信が不可欠である。しかし、現状においては記念館での世界遺産や

三重津海軍所跡に関わる情報提供が不十分であるため、来訪者にそれらの価値を十分に伝えること

ができていない。したがって、この状況は早期に改善を図る必要があり、史跡地とガイダンス施設

とで一体的な整備を行い、来訪者の理解を促すことが重要である。 

ただし、三重津海軍所跡は調査途上であることから、屋内・屋外における展示内容については、

現時点で確定できるもの、今後数年の間に変更が生じる可能性があるものなどを整理し、検討を行

うことが必要である。 

また、調査・研究の進展などによって新たな情報が明らかになった場合、コンテンツの追加や展

示・解説内容の更新（修正）を行うなど、柔軟性のある対応が求められる。 
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(3)活用における課題  

三重津海軍所跡の活用においては、ユニバーサルデザインの観点に基づく整備を前提にしながら、

展示機能以外にも教育・啓発に関わる事業やガイド育成などの人材育成事業、観光プログラムとの

連携など、多岐にわたる活用事業の展開が期待される。 

そのため、展示機能に加えて、ガイドの拠点機能、学習機能、観光情報の発信機能など、将来的

な活用段階において必要と想定される機能を適宜備えておく必要がある。 

 

(4)佐野常民の顕彰施設との連動のための課題 

地下遺構である三重津海軍所跡の概要や価値を来訪者に伝える上では、ガイドの存在が欠かせな

い。記念館では、開館当初から、湯茶接待等を通した来訪者へのおもてなしや、ガイド等の活動が、

地域住民等により支えられ、継続されてきている。これらの活動は、来訪者の満足度を高める記念

館の特徴の１つともなっているため、ガイダンス施設の整備においては、こういった活動が取り組

みやすい環境についても充実させる必要がある。 

記念館を活用して新しいガイダンス施設を考える場合においては、三重津海軍所跡や世界遺産の

ガイダンス機能と佐野常民の顕彰機能が併存する状況は引き続き維持していく必要があり、精煉方

の主任として西洋技術の研究をリードするなど、三重津海軍所との関連性を持つ佐野常民の存在を

活かして連動させることにより、それぞれの情報に対する理解を同時に深めることが出来るような

展示ストーリーの構築を検討する必要がある。 
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第４章 ガイダンス施設整備の基本方針 
 

 

三重津海軍所跡のある河川敷に立つと、目の前には海軍所稼動期から引き継がれてきた河川景観

が広がっている。しかしながら、大切な遺構は地下に眠っているため、現地ではここが特別な場所

だとわかりにくい。 

第 2章第 3節で「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」の概要に示したとおり、本

市は、今後、三重津海軍所跡に相応しい保存・整備・活用を進めていくにあたり、「見えない三重

津が見えてくる」をキャッチフレーズに掲げている。そして、その実現にあたっては、来訪者に“見

えない三重津”を知るための基本的な情報を屋内展示で提供し、屋外展示では遺跡そのものがもつ

本物感や空気感を十分に活かした表現を行った上で、さらに新たな展示手法を積極的に取り入れて、

屋内外の双方の展示を循環しながら見学することによって理解を深めてもらうという、屋内展示（ガ

イダンス施設での展示）と屋外展示（史跡指定地での展示）が一体的に連動する整備を目指すこと

としている。 

そこで、この「一体展示」の考え方におけるガイダンス施設について、整備場所と果たす役割を

明確にし、基本方針を定めることとする。 

 

 

4.1 ガイダンス施設の整備場所と役割 

 

(1)ガイダンス施設の整備場所 

ガイダンス施設は、三重津海軍所跡と隣接して立地する記念館を活用して整備を図るものとす

る。記念館は、幕末当時の佐賀藩の近代化の立役者の一人である佐野常民の顕彰施設である。彼

の前半生は、精煉方の主任を務めるなど西洋の科学技術の研究を進めるとともに、長崎での海軍

伝習に参加し洋式海軍の創設に関わるなど、幕末の佐賀藩の近代化に大きな関連性がある。その

ため、三重津海軍所跡、佐野常民、それぞれを目的として来館した人々が、双方についての理解

ができるような展開を図ることとする。 

また、記念館を活用してのガイダンス施設の整備にあたっては、展示スペース・展示環境を十

分に確保することとし、建物の外観・意匠や周辺景観に配慮した整備を行うこととする。 

なお、記念館は建設から 10 年を経過している。施設設備の状況を把握し、更新が必要なものは

今回の施設整備にあわせて対応を図るものとする。 

さらに、記念館の敷地西側に隣接する寄付地についても、一体的に活用して整備を図るものと

する。  
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(2)ガイダンス施設の役割 

屋外展示（史跡指定地での展示）では、来訪者に、地形や周辺景観とともに三重津海軍所跡の

エリアの広さや地下遺構の巨大さ等を体感させ、海軍所稼動期のイメージを補強するデジタル技

術を駆使したコンテンツや平面的な遺構表現等を利用しながら散策してもらい、三重津海軍所稼

働期のイメージを提示することとしている。 

一方、屋内展示（ガイダンス施設での展示）では、三重津海軍所が成立するまでの歴史的背景

や三重津海軍所で行われた造船や修船に関わる活動等を解説するとともに、現地では直接見せる

ことができない地下遺構に関する展示、出土遺物等の展示、さらにはデジタル機器を活かした新

しい展示等による体験を通じて、来訪者に三重津海軍所跡の概要や価値の理解を促すことが重要

である。 

同時に、来訪者が、なぜここが世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」を構成する資産とな

っているのかという点も理解を深められるよう、世界遺産「明治日本の産業革命遺産」のガイダ

ンス施設としての役割も担う必要がある。 

さらに、「見えない三重津」を見えるようにするには、モノや映像だけではなく、口頭で価値

を伝えるガイドの存在が欠かせないため、その育成と活動の拠点としての整備とともに、記念館

開館当初から引き継がれた「博愛」精神による来訪者へのおもてなし活動等の拠点としての環境

づくりにも十分に配慮することが求められる。 

 

 

4.2 ガイダンス施設整備の基本方針 

ガイダンス施設の整備においては、以下の３つを基本方針として設定する。 

 

(1)誰もが利用しやすい施設づくり  

ガイダンス施設の利用者は、子ども、大人、障がいのある人、海外からの利用者等、多様な主

体が想定される。そのため、ハード・ソフトの両面において、スムーズな見学・誘導や案内を提

供できるような「人にやさしいガイダンス施設」となることを十分に意識し、誰もが利用しやす

い環境を整えることとする。 

施設内は、適切な歩行スペースの確保や展示物の見学に適した十分なスペースの確保を図るな

ど、来訪者が快適に過ごせる環境整備を行う。 

また、館内に設置する展示物については、様々な主体にとってわかりやすいものとなるように

工夫を施す。 

  

(2)“見えない三重津が見えてくる”展示空間づくり 

来訪者に対し、様々な手法により三重津海軍所跡、「明治日本の産業革命遺産」の概要や価値

を伝え、理解を促す展示を配置する。 
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展示解説については、“フル・ヒストリー”の視点に十分配慮するとともに、模型、映像、音

声など、五感で体感できる様々な仕掛けと工夫を施す。 

来訪者への概要・価値の伝達には、最先端のデジタル技術からガイドをはじめとする人を介し

たアナログ的な手法まで、幅広い手法を積極的に取り入れるとともに、展示内容については、ガ

イド活動との連動を図る。 

また、三重津海軍所跡に関する調査は途上であるため、展示内容については、調査成果をもと

に必要に応じて更新を図る。 

なお、「明治日本の産業革命遺産」については、その構成資産全体で行う共通展示の設置を行

い、その全体像等を伝えることとする。 

次に、記念館には世界遺産「明治日本の産業革命遺産」、三重津海軍所跡、佐野常民の大きく

分けて３つの展示を設置することとなる。 

そこで、三重津海軍所跡を含む幕末佐賀藩の近代化事業とその偉業を支えた佐野常民のつなが

りを解説した展示を設けるなど、来訪者にわかりやすい見学動線を設定する。 

また、記念館３階の展望テラスからは三重津海軍所跡とその周辺景観を一望できるため、この

眺望をいかした展示展開を図ることとする。 

さらに、来訪のきっかけとなるイベント等の企画を充実させるとともに、幕末佐賀藩の近代化

に関わる関連遺産や「明治日本の産業革命遺産」の構成資産、関連する施設への周遊を促す情報

提供を行う。 

 

(3)様々な人々が三重津海軍所跡に関われる環境づくり 

ガイド活動、おもてなし活動などの来訪者のサポート活動の活発化を図るための拠点として展

開するために必要な整備を図る。さらには、三重津海軍所跡の将来にわたる保存・活用の活動な

どに参画する人々の育成、活動拠点としての環境づくりを行う。 
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第５章 必要となる機能と諸室構成 
 

 

5.1 必要となる機能 

第 4章第 3節で示した基本方針をもとに、ここでは、屋内展示（ガイダンス施設）に必要となる 5

つの機能を整理する。 

 

機能 1：機会の創出 

来訪者が三重津海軍所跡に興味・関心を持ち、訪れるきっかけを創出する。 

 

機能 2：概要・価値の伝達 

三重津海軍所跡の概要・価値及び「明治日本の産業革命遺産」の全体像等について、調査成果

をもとに、歴史的背景とともにわかりやすく正しく伝える。 

特に、三重津海軍所跡で行われていた造船・修船に係る産業活動については、デジタル技術を

活用し、具体的にイメージできるように工夫を施すとともに、幕末佐賀藩の近代化の一翼を担っ

ていた佐野常民の顕彰展示との連動を図る。 

 

機能 3：ライブラリー 

来訪者が三重津海軍所跡や「明治日本の産業革命遺産」へのさらなる理解を深めることが出来

るよう、調査により蓄積された情報等を取得できる仕掛けを施す。 

 

機能 4：周遊支援 

来訪者が三重津海軍所跡や「明治日本の産業革命遺産」へのさらなる理解を深めることが出来

るよう、関連する産業遺産や施設への周遊情報等を取得できる仕掛けを施す。 

 

機能 5：活躍の場・機会の提供 

三重津海軍所跡や「明治日本の産業革命遺産」の概要や価値を理解した人々が、三重津海軍

所跡の将来にわたる保存に向け、来訪者のサポート活動（ガイド・おもてなし・環境美化など）

等に参画する際の活動拠点としての環境づくりを行う。 
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表9 必要となる機能 

機能 項目 主な事業活動例 

機会の創出 

情報発信 WEB 等を通じた、来訪のきっかけとなる情報発信 

イベント等の企画・実施 体験イベント・講演会・企画展示等の実施 

学習用教材の開発・提供 現地を訪れる前の事前学習用の教材を提供 
（情報発信により現地学習を促す） 

概要・価値の伝達 概要・価値の伝達 

展示等を通じた情報の伝達及び展示内容の更新 

〔伝達する主な項目〕 

・世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の全体像・
価値 

・史跡「三重津海軍所跡」の概要・価値 

・三重津海軍所での具体的な産業活動の様子や地
下遺構の構造・役割 

・幕末佐賀藩の近代化（偉業・人物） 

・調査成果の発信 

・佐野常民に関する顕彰情報 

ライブラリー 蓄積情報の提供 調査成果などの蓄積情報を提供 

（情報検索機器や図書の閲覧等による。） 

周遊支援 

関連遺産の情報提供 
「明治日本の産業革命遺産」の他の構成資産や、
他の幕末佐賀藩の近代化遺産の周遊情報の提供 

（情報検索機器やパンフレットの設置等による。） 

関連施設の情報提供 
佐賀城本丸歴史館や徴古館など関連施設の情報
提供 

（情報検索機器やパンフレットの設置等による。） 

日本国内の世界遺産の情

報提供 

世界遺産に登録されている日本国内の他の文
化・自然遺産の情報を提供 

（情報検索機器やパンフレットの設置等による。） 

周辺観光資源の情報提供 
昇開橋・東よか干潟などの三重津海軍所跡近隣の
周遊観光情報を提供 

（情報検索機器やパンフレットの設置等による。） 

活躍の場・ 

機会の提供 

サポート活動の拠点 来訪者のサポート活動に携わるスタッフの活動
拠点としての環境整備 

人材育成の拠点 
ガイド研修の実施等、サポート活動に携わるスタ
ッフの育成拠点としての活動 
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5.2 諸室構成 

前述の機能を実現するにあたり、以下のような諸室が想定される。 

 記念館内には、「佐野常民の顕彰施設」と「三重津海軍所跡のガイダンス施設」が存在すること

となるため、管理運営や便益機能に必要な諸室等、共有して活用することができる諸室もある。 

 

表10 諸室構成 

機能 内容・手段 諸室（仮称） 
想定面積 
（㎡） 

算定基準 
三
重
津 佐

野
常
民 

機会の創出 

講演会、研修会の実施 
（団体集合等にも利用） 

多目的室 200 ㎡ 
収容規模 120 人（小
学校 3クラス程度） 

○ ○ 

体験イベントの実施 体験イベント室 30 ㎡ 20 人程度 ○  

企画展示（調査成果の発信等）
や体験展示、常設展示の実施な
ど補完スペースとして利用 

フリースペース 20 ㎡  ○  

概要・価値の
伝達 

「明治日本の産業革命遺産」の
共通展示 

展示室（世界遺産） 

280 ㎡ 
収容規模 120 人（小
学校 3クラス程度）、
復元模型展示を想定 

○  

三重津海軍所跡の展示 
展示室（三重津海
軍所跡） 

映像を活用した学習 映像ホール 70 ㎡ 40-50 人想定 ○  

幕末佐賀藩の近代化（三重津海軍

所と佐野常民の関わり）の展示 

展示室（幕末佐賀
藩の近代化事業） 

50 ㎡ ※1  既存利用 ○ ○ 

佐野常民の顕彰コーナー 
※シアター、日赤コーナー含む 

展示室（佐野常民） 270 ㎡ 
収容規模 120 人（小
学校 3クラス程度） 

 ○ 

3 階テラスから三重津海軍所跡
を一望 

展望テラス ― ※既存利用 ○  

ライブラリー 蓄積情報、図書の閲覧 ライブラリー 10 ㎡  ○ ○ 

周遊支援 周遊情報の取得 情報検索スペース 30 ㎡ 20 人程度 ○ ○ 

活躍の場・ 

機会の提供 

おもてなしスペースの提供 
（来訪者の休憩スペース） 

展望室 120 ㎡ 40 人程度 ○ ○ 

会議スペース、教室スペース 
の提供 

会議室 60 ㎡ ※既存利用 ○ ○ 

ガイドスタッフ等の控室 
の提供等 

スタッフ控室 60 ㎡  ○ ○ 

       

共用スペース 

来館者の受付案内の設置 
物販（記念グッズ等） 

エントランスホー
ル（1 階） 

90 ㎡  ○ ○ 

屋外展示への前室 ホール（2 階） 115 ㎡ ※既存利用 ○ ○ 

－ 
トイレ・通路・階
段・エレベーター 

425 ㎡ ※2 ○ ○ 

運営管理 

運営管理職員の執務スペース 事務室 70 ㎡ ※既存利用 ○ ○ 

収蔵庫・搬入室・器具庫等 バックヤード 260 ㎡  ○ ○ 

合計 2,160 ㎡ 
 

  

※1 １階から２階へのスロープ部分は、面積には含めていないが、活用を想定している。 

※2 具体的な設計段階で算出することとなるため、現状の面積を記載している。 
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第６章 展示計画 
 

 

6.1 展示の基本方針 

各種展示においては、第 2章第 3節「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」の概要

で示した『見えない三重津が見えてくる』をコンセプトとし、実際には“見えない”、あるいは“見

せられない”遺構や遺物、古くから引き継がれてきた当時の様子を物語る景観、幕末佐賀藩の近代

化への試行錯誤の取り組みの歴史など、それぞれに見せる工夫を凝らし、その情報が持つ意味を十

分にわかりやすく伝えることが重要となる。 

新たに整備する屋内展示では、来訪者に三重津海軍所跡の概要・価値等を正しい情報をもとにわ

かりやすく伝えるとともに、現地では直接見ることができない地下遺構を疑似的に見たり触ったり

できる手法を取り入れたり、三重津海軍所で行われた産業活動の様相をデジタル機器を活用して具

体的にイメージさせたり、様々な仕掛けと工夫が必要である。 

そのため、以下のような考え方をもとに展示展開を図るとともに、展示内容の充実を図るために

必要となる施設の運営体制の構築についても、積極的に進めていくこととする。 

 

(1)正しくわかりやすい展示 

展示パネルや映像による解説、デジタル機器の活用によるイメージの伝達等、様々な手法を通

じて、来訪者に「明治日本の産業革命遺産」の全体像や価値、三重津海軍所跡の概要や価値等を

正しい情報をもとに正しく伝える。 

来訪者は子ども、大人、障がいのある人、海外からの利用者等多岐にわたるため、展示物の表

記や音声ガイダンス、出版物等については、子どもにも理解しやすい表現や、多言語による展開

など、様々な主体に正しくわかりやすく伝わるように工夫を施す。 

なお、ガイダンス施設の整備に伴い、館内に設置する展示物については、基本的に最新の情報

に基づき、新たに整備することとする。 

 

(2)興味・関心を引く展示 

単に発掘成果を展示するのではなく、各遺構の操業時の役割や実際の稼働の様子など、ここで

何が行われていたのか、それがどのような意味をもっていたのかということに関心を持つことの

できる展示を行うことが重要となる。  

そのため、現地見学が困難な地下遺構については、模型や迫力・臨場感のある映像等の展示手

法などにより、操業時の高い技術力、作業の大変さなど、当時の活動の様子やその遺構の役割が

理解できるようにするなど、より臨場感のある展示を目指す。 
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さらには、実際に触れたり、組み立てたり、実験したりできるような「ハンズオン」のしかけ

を盛り込んだり、実際に当時のやり方でやってみるといったような体験イベントを企画するなど、

魅力的な展開を目指す。 

“見えないものが見られる”ガイダンス施設というイメージやメッセージ性を発信できるよう

な展開を心がける。 

 

(3)発展する展示 

ガイダンス施設の展示においては、新たな発掘調査や文献調査の成果をもとにして、常に新し

い情報を提供できるよう、その内容や映像などを必要に応じて更新する。 

特にデジタル機器においては、日々技術が進歩しており、来訪者の関心を維持するためにも、

定期的な映像及び機器の更新が必要となる。あらかじめ、それらの更新頻度等を想定した計画に

ついても検討を行うこととする。 

 

(4)佐野常民と関連性のある展示 

記念館を活用して屋内展示の整備を進めるうえでは、佐野常民の常設展示との関連性を持たせ

た展示ストーリーを構築する必要がある。個人の生い立ちや日本赤十字社の創設に貢献した偉業

等を紹介している佐野常民の常設展示とは別に、三重津海軍所とゆかりのある佐野常民という視

点からスポットを当てた展示を行うことにより、来訪者に新たな興味を持ってもらうことが重要

である。 

 

(5)ガイド活動と連携する展示 

地下遺構を主体とする三重津海軍所跡における情報発信において、遺跡と来訪者をつないで価

値の理解を助けるガイドの存在は重要で大きい。そのため、来訪者に三重津海軍所跡の価値を正

しく、わかりやすく伝えるため、ガイドをはじめとした接客に従事するスタッフに対する研修も

充実させ、展示内容を把握しやすいよう、ガイドマニュアルとの連動を図る。 

また、施設管理者とガイドとの意見交換を行う機会を設けたりし、その結果を展示の更新や改

善に役立てるなど、ガイド活動と共存する展示の在り方を模索する。 

 

(6)訪ねて深めたくなる展示 

幕末佐賀藩の近代化における歴史的背景などへ興味・関心を高めた来訪者が、関連遺産や施設

へ周遊することにより、さらに三重津海軍所跡への理解を深める仕掛けが必要となる。 

そのため、築地反射炉跡、精煉方跡、多布施反射炉跡などの幕末佐賀藩の近代化遺産の情報や、

「明治日本の産業革命遺産」の他の構成資産の情報、国内の世界遺産の情報等を発信することに

より、来訪者へ関連する産業遺産への周遊を促したり、佐賀城本丸歴史館や徴古館などの関連す

る施設と、相互に来訪者の見学を促せるよう連携を強化する。 
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6.2 展示テーマ 

第 2章第 3節で示す「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画」の概要の「（１）全体

構想」において、「見えない」ものの 4つの多面的要素を示している。 

展示では、これらの多面的要素を見せること、気づかせることをテーマとし、その内容や展開イ

メージを整理すると、以下のようになる。 

 

表11 展示テーマと内容、展開イメージ 

テーマ 展示内容 展示展開のイメージ 

すでに『失われたもの』

の姿を見せる 

 

○三重津海軍所稼働時の施設と造船・修船活

動の様子 

○「凌風丸」をはじめとする佐賀藩所有の洋

式船 

調査成果をもとに、映像、

写真、模型などによって当

時の形姿・環境をイメージ

させる。 

今でも現存するが『地下

に埋没しているもの』を

見せる 

○ドライドックと金属加工関連遺構 

○洋式船の運用を物語る出土遺物 

○三重津海軍所跡における遺構保存の方法 

調査成果に基づき、映像、

模型などにより三重津海

軍所稼働時のイメージを

可能な限り再現する。 

また、出土遺物の展示によ

り、洋式船の運用を伝え

る。 

そこにあるのに『気づか

ないもの』に気づかせる 

 

○三重津海軍所稼動期から今に息づく周辺

景観 

○地理的な環境 

来訪者に気づきを促すた

め、新旧を比較させて見せ

たり、由来を示したり、口

頭で伝えたりする。 

価値を理解するために 

『学ばないと分からな

いもの』を見せる 

○「明治日本の産業革命遺産」の全体像と構

成資産、三重津海軍所跡の位置づけ 

○三重津海軍所跡の概要と価値 

○三重津海軍所跡のフル・ヒストリー 

（船屋期から今日に至るまで） 

○幕末佐賀藩の近代化事業（偉業・人物） 

グラフィックパネル、映

像、模型など、多様な手法

により多くの情報が記憶

に残るような方法でわか

りやすく伝える。 
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6.3 展示ストーリー 

三重津海軍所跡においては、屋内外の双方の展示を循環しながら理解を深めてもらうこととして

いる。ここでは、そのうちガイダンス施設における展示ストーリーを示す。 

展示ストーリーは、ガイダンス施設の主要機能である世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の解

説からはじまり、次に幕末佐賀藩の近代化事業を背景にした三重津海軍所のフル・ヒストリーの解

説、そして、現代に引き継がれた、地下に埋没して見えない遺構と気づかない景観の解説といった

順に展開し、“今はもう無いものから、今も在るもの”へといった、過去から現在への移行を意識

させるような流れに沿って設定する。 

そして、前節で示した４つのテーマに加え、佐野常民の顕彰に関わる展示や、三重津海軍所跡の

現地で遺跡本体の本物感や空気感、スケール感の中で、デジタル機器を活用して学び、体験する一

つの展示ストーリーを構成する。 

 

(1) 学ばないと分からないもの 

〇世界遺産『明治日本の産業革命遺産』を知る 

『明治日本の産業革命遺産』という世界遺産とその時代的背景をはじめ、23の構成資産と三

重津海軍所跡の概要・位置づけについて国が示す共通展示の設置により展示解説する。 

〇三重津海軍所の概要、フル・ヒストリー、価値を知る 

三重津海軍所稼働期前後の時代も扱い、船屋期から商船学校期、そして現在の姿を知る。 

特に稼働期の三重津海軍所の機能を重点的に解説し、三重津海軍所の整備・拡張における発

展過程や、幕末佐賀藩の近代化事業の関連性など歴史的背景も展示解説する。 

  

(2)失われたもの 

〇発掘調査・文献調査から三重津海軍所を知る 

三重津海軍所稼働期に行われていた活動の様子と、海軍所全体のイメージを解説する。 

金属加工関連施設の役割をはじめ、人々の夢がかなった日本初の実用蒸気船『凌風丸』の建

造とその当時の活動の様子を展示解説する。 

 

(3)地下に埋没しているもの 

〇幕末期における造船分野の試行錯誤の取り組みに触れる 

稼働期のドライドックとその遺構構造や西洋技術と在来技術の融合した遺物、また、当時の

洋式船と三重津海軍所のスケールなどについて展示解説し、先人たちの英知に触れる。 

 

(4)海軍所ゆかりの人物たちと佐野常民に学ぶ 

幕末佐賀藩の近代化事業と、海軍所で志を形にした人物たちを解説する。 

特に、佐野常民の活躍については大きく取り上げ、幕末佐賀藩の近代化における佐野常民の功

績を展示解説する。 
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(5)屋外展示  

三重津海軍所跡の現地で、散策しながら学ぶ。デジタル機器を活用して海軍所稼働時の様子を

解説する。 

 

(6)佐賀の偉人、佐野常民 

佐野常民の生涯や偉業などを展示解説する。 

また、“日赤コーナー”を１階から２階へ移設し、日本赤十字社の活動紹介を行う。 

 

(7)気づかないもの 

〇三重津海軍所跡の今の姿を展望する 

三重津海軍所の古地図の展示解説をはじめ、河川、漁港、農地、集落といった、三重津海軍所

稼働期を今に伝える景観を、記念館の展望テラスから展望させる。 

なぜ、ここに三重津海軍所がつくられたのか、その理由を解説し、現在の風景と照らし合わせ

ながら伝える。 

 

(8)その他の補完的な情報 

周遊情報の提供や、「ライブラリー」における三重津海軍所跡の調査報告書の閲覧等により、

より深い情報提供を行う。 
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6.4 展示構成（内容・手法） 

前述した展示ストーリーを具現化するため、以下のように展示内容と手法を構成する。 

表12 展示内容と手法 

展 示 

ゾーン 
展示ストーリーと展示項目 小項目 主な展示手法 

世
界
遺
産

・ 
三
重
津
海
軍
所
跡
主
要
展
示
室 学ばないと 

分からない 

もの 

〇『明治日本の産業革命遺産』と
三重津海軍所跡 

・世界遺産『明治日本の産業革命
遺産』の全体像とその構成資産 

（世界遺産共通 
展示） 
解説パネル/映像 

・『三重津海軍所跡』の位置づけ 

○三重津海軍所跡の概要と価値 ・三重津海軍所跡の概要と価値 
解説パネル/模型/
映像 

み
え

つ
フ
ル

・ 
ヒ

ス
ト
リ
ー 〇三重津海軍所が 

できるまで 
・三重津海軍所の前身 
（船屋期の姿） 

解説パネル/模型/
映像/複製 

〇三重津海軍所稼働期 ・海軍所稼働期の姿 

解説パネル/模型/
映像(VR・AR 等)/
複製（文書、ひな
型など） 

〇三重津海軍所のその後 ・商船学校から現在に至る 
解説パネル/写真/
映像 

失われたもの 

〇産業活動 
 （造船・修船システム） 

・金属加工関連施設と 
造船・修船施設とその活動 
の様子等 

解説パネル/実物/
模型/映像(VR・AR
等) 

〇佐賀藩所有の洋式船 
・佐賀藩所有の洋式船 
・日本初の実用蒸気船『凌風丸』 

解説パネル/イラ
スト/映像(VR 含
む) 

地下に埋没 

しているもの 

〇英知の結晶・ドライドック 

・ドライドックの遺構構造 
・金属加工施設 
・三重津海軍所跡における遺構 
 保存の方法 

原寸復元/解説パ
ネル/映像（VR・AR
等） 

○出土遺物 
・西洋技術と在来技術が融合した
遺物 

解説パネル/実物/
複製/映像（AR 含
む） 

スロー
プ・幕
末佐賀
藩の近
代化 
展示室 

三重津海軍所

ゆかりの人物

たちと佐野常

民に学ぶ 

○幕末佐賀藩の近代化事業 
〇三重津海軍所を支えた人たち 

・築地反射炉・多布施反射炉、 
 精煉方、三重津海軍所 
・鍋島直正、佐野常民、田中久重 
 ほか 

解説パネル/実物/
映像/複製 

屋外 
展示 現地で体感 

○遺跡の上で三重津海軍所跡を 
 学ぶ 

・稼働時の三重津海軍所の様相 映像（VR・AR 等） 

佐野常
民常設
展示室 

佐賀の偉人、 

佐野常民 
〇佐野常民 

・ヒストリー 
・功績 
・日本赤十字 

解説パネル/実物/
複製/映像 

展望室 

・ﾃﾗｽ 

気づかない 

もの 

〇展望テラスからの全景 
○地理的な環境 

・稼働時から続く周辺景観 
・ここに造られた地理的理由 
・稼働時の風景 

解説パネル/映像
（VR・AR 等） 

展望室 

周遊情報 ○周遊支援情報 

・世界遺産『明治日本の産業 
 革命遺産』の他の構成資産 
・幕末佐賀藩の近代化遺産 
・国内の世界遺産 
・周辺観光資源 

解説パネル/映像 

ライブラリー ○蓄積情報 ・調査情報など 解説パネル/映像 
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6.5 展示のゾーニングと動線 

館内には、世界遺産「明治日本の産業革命遺産」及び三重津海軍所跡の主要展示室、佐野常民常

設展示室、双方をつなぐスロープと幕末佐賀藩の近代化事業展示室、展望室・テラスを含む共有ス

ペースが存在することとなる。 

各フロアのゾーニングを以下のように設定する。１階に世界遺産と三重津海軍所跡に関する主要

展示室を配置することとし、１階については増築を図り、展示スペースを確保する。 

２階における来訪者動線は、三重津海軍所跡の屋外展示、佐野常民常設展示室、３階の展望室・

テラスを自由に選択できる。 

３階は、現状の「三重津海軍所跡インフォメーションコーナー」は撤去し、来訪者へのおもてな

しスペース、ライブラリー、周遊情報などの情報検索スペースとしての環境を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図20 ゾーニングと動線図  
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6.6 展示における留意点 

いつでも、誰でも、本ガイダンス施設を楽しみながら見学していただくためには、様々な展示媒

体と展示手法から、「見えない三重津」をわかりやすく見える化し、如何に魅力を提供するかが展

示の命題となる。それを実現するための手段としての設計について、以下のことに留意する。 

 

(1)情報解説展示 

グラフィックでの情報解説については、膨大な量の情報解説を行うことで見学が苦にならない

よう適切な情報量を考慮し、イラストや写真、データなどを使いながらわかりやすく構成する。 

また、魅力ある解説となるよう、デザイン性やキャッチコピーなど来館者を惹き付ける仕掛け

も行う。子どもにもわかりやすく解説するため、ポイントを押さえた専用の解説手法も考慮し楽

しめるようにする。深く知りたい方にはデーターベースを利用した検索型の展示や関連する情報

へのガイドを行い、自ら歴史を読み解いていくような満足感の得られる展示を用意する。文字で

は解説しづらい部分をわかりやすく解説するため、資料映像、PC を利用した楽しく学べる Q&A の

ような演出型の映像による情報解説を行う。 

さらに、携帯やタブレット端末を利用し、海外からの利用客への多言語対応の解説や配慮の必

要な方にも理解できる解説を提供するとともに、屋内展示と屋外展示をつなぐ情報解説システム

や、QR を利用した情報の持ち帰りなど、退館後の個人の場所や時間とつながる仕組みづくりを行

う。 

 

(2)造形模型展示 

「見えない三重津」の見える化の重要な方法の一つに造形や模型による遺構の復元を計画する。

施設のシンボルとなりえるような原寸復元や、全体像のわかるジオラマ、遺物を元に復元する資

料展示など、資料に基づき復元する。また、様々な角度から確認できたり、触れることもできる

展示も用意し、配慮の必要な方にも実感できる展示として計画する。 

前節のゾーニングで１階の三重津海軍所跡の主要展示室と想定している場所は、吹き抜け空間

となっている。高さを活かし、来訪者の印象に残る展示物の設置に取り組む。 

 

(3)映像展示 

情報解説での映像は、三重津海軍所を軸に歴史や地理、人、文化など演出的要素を含む印象に

残るような映像を計画し、特に三重津海軍所跡主要展示室に隣接した映像ホールでは、最新映像

技術により迫力ある大型映像を計画し、三重津海軍所跡の価値とともに、魅力を印象付ける。 

また、ドライドックの原寸復元と大型スクリーンをセットのように組み合わせて、一体的に演

出する、ダイナミックな映像空間を計画する。 

映像ソフトの計画でも、屋外展示での映像解説計画と関連付けて、屋内展示と屋外展示の連動

性を持たせる映像演出を行う。 

なお、音声ガイドによる解説を伴うものは、字幕の表示などとセットでの演出を基本とする。 
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(4)展示環境 

世界遺産の構成資産のガイダンス施設として、世界、日本国内でも注目される施設であること

を踏まえ、ユニバーサルデザインの視点から計画を行い、高齢者や子ども、海外からの利用客、

障がいのある人にも利用しやすい展示環境を提供する。 

また、遺物や様々な資料を展示する上で必要となる展示環境を整える（遮光、温度・湿度の調

整等）。 
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6.7 イメージパース 

ガイダンス施設の整備イメージを以下に示す。 

 

 

 

 

１階 三重津海軍所跡主要展示室（窓側展示通路） 

１階 三重津海軍所跡主要展示室（展示スペース） ３階 テラス 

１階 三重津海軍所跡主要展示室（全体） 
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第７章 管理運営計画 
 

 

7.1 基本的な考え方 

ガイダンス施設の管理運営を行ううえでは、以下の４点に基づき、諸活動の適切かつ効果的な展

開を目指していく。 

(1)来訪者を誘う企画、イベントの実施 

ガイダンス施設に来訪者を誘うには、史跡や歴史に興味のない人々でも楽しむことのできる魅

力をＰＲし、一度だけでなく、何度も訪れてもらうことのできるような取り組みが必要である。

そのために、魅力ある講習会や講演会の企画・実施をはじめ、三重津海軍所跡だけでなく、地域

の歴史文化資産を活かして連携した魅力とにぎわいの創出など、人を惹きつける取り組みを行う。 

また、周遊コースの魅力向上やターゲット（年齢、性別、人数等）、テーマを設定した観光プ

ランの企画・実施、写真や絵画といった各種コンクールの開催など、話題性の高い企画やイベン

トを実施する。  
(2)利用者ニーズの把握と反映 

来訪者へのアンケート調査を定期的に実施し、その評価・要望を来訪者サービスに反映させる

ことにより、利用者満足度の向上を常に心がけた運営を行う。 

そして、来訪者が満足度を高め、「また来たい」と思ってもらえるよう、来訪者ニーズの把握

に努め、ガイドなど運営に携わるスタッフの育成と共に質の高いサービスの提供を行える運営を

行う。 

 

(3)デジタル技術を活用した展示手法の研究 

三重津海軍所跡の展示解説では、すでに VR 技術を駆使した展示手法を導入しているが、最近で

は、MR技術も開発されており、CGなどで作られた人工的な仮想世界に現実世界の情報を取り込み、

現実世界と仮想世界を融合させた世界をつくることができる。 

このように、デジタルコンテンツを活用した展示手法は日々進化するため、調査研究を行い、

展示更新への反映に努める。 

 

(4)多様な主体の参画 

行政や管理スタッフだけでなく、市民やボランティアの方々など多様な主体が参画することの

できる環境を整備し、効果的かつ効率的な運営を行う。さらに、地域住民とも密着した関係を築

くことのできる施設運営を行う。 
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7.2 運営形態及び組織 

（１）運営形態 

記念館は現在、佐賀市の直営で運営しており、今後も当面の間はこれを継続するが、将来的

には、指定管理者制度の導入等も含めて、その運営のあり方を検討していくものとする。 

 

（２）運営組織 

   施設の責任者のもとに、以下の担当の配置を想定する。 

   配置人員等については、今後具体的な検討を進めるなかで設定するものとする。 

 

①総務担当 

予約管理、スタッフの管理、施設の維持管理等の総務及び受付業務を担当。 

 

②学芸担当 

資料の管理、展示の更新や企画展の実施、学習用教材の開発、マニュアルの作成等をはじめ

とするスタッフの人材育成等を担当。 

 

③事業推進担当 

広報、体験学習等のイベント企画・運営等を担当。 

 

7.3 開館形態 

整備後のガイダンス施設の開館形態については、以下のとおりとする。 

 

（１） 開館日時 

現在の開館日時を基本とし、利用者の利便性及び施設のメンテナンスに留意し、開館日、開館

時間を決定する。 

 

（２） 利用料金 

入館料は無料とする。 

ただし、展示の観覧料については有料とし、観覧料については市内外の先進事例等をふまえて

決定するものとする。 
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第８章 整備スケジュール及び

整備費の考え方 
 

 

8.1 整備スケジュール 

本施設の整備スケジュールは、平成 33 年度の供用開始を目標とする。 

・平成 29 年度   基本計画策定 

・平成 30 年度   基本設計（展示の詳細計画の策定を含む） 

・平成 31 年度   実施設計 

・平成 31～32 年度 整備工事 

 

8.2 整備費の考え方 

ガイダンス施設の整備費については、今後、具体的な設計に入った段階で詳細金額を算出するこ

ととなる。その財源として、文化庁補助事業費等の国費の獲得に努めるとともに、「三重津海軍所

跡」の保存や活用を目的に佐賀市に寄付をいただいた「ふるさと応援寄付金」についても経費の一

部に充当する。 


